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　また，E晦e汁醐氏らωは界廊時定数の旧きさ

によフ丸熊腕動機の｝覗引入れ時9畢適」姻

投：〉＼角ズ）℃美鍵プまってくるこ之・iヒ論じて、｝’る。

椥こ衆棚うωは鶴徽櫛・よる綜か3，

堺譲時点が六きくなる、・つれ、｝覗ノ賦功り範

囲1ま一般ヒ小さぐ1なるとして・）る。

　たしカ・に　）界βゑ時定挙支が大き・》こ℃は圃；期」と〉カ

　　　　　ワ

の時間的，生ゑがそれだけ蓬れるこZ宅1回忌するか

う．同期イヒ・い不剰℃ねる。しかしノ｝q：期オし成否の

艦1堺磁磁象蹴機子反イ棉渇嫉切間の蜘

づ棚いよる訳であるから、界磁時定数ののな5ず

界ろ甑インダクタンスか謝幾子タ．作用インダク．タン

燗の相馴ンダ刀ンス禍時1・辮脇繁・

特つ警である．

　そこで，第側・こり観薫，1こ立ち，V鰍く／£6δ鼠（7！

服ヒ¢d偏（！りしこよ．三熱駅訪減樋，肌
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　♪
P飾Kの二本旧記」切同期1入れ、ご関す

苔重力才畠方；租式吃導き，4立相面二三とディジタル計

3



隼機t誌ソ夢山鼠子・酌綱のネ目ゑインダクタ

彫繍定旗のt統1・直軸電機子づ稿翻肋相互イ

ンダクタンスの値が同期3｝〉＼・れに壷愛な役宅慧を演

ず3兇匂点しノ秘雛のノ督メづ一9影

響も調べ瓦

ノし現象国国わす正燥イしさ：れた野笥㍗線砂弟4敷分方

蕉霜露，勲時定追出祖し秘隠奄1・古’9て，

顛動紅糀求めて溢泌心慮し、油層突
極形の・♪ず木の場．合にお・・て宅，，各イ索敦の閥孫b

よって今っの瑛形動削堀面図て’家わさ承3疑

克稲豪し．さ3ド醐寄りミットサイクノし噸す

剤懲P・・ても愉しし声、

血忌鱗瞳の樹胸解彬心界携夙て，
同瑚高息の）司覇3P㌧れ鳥脅屯デづジタ・し計応機

峠って求’め滋強篤し、切財三相面栃賦

4



よソ碍う祥翻制ら一突極機の引込み銅舷也

イレμ里論的tこ求めるを法さ示し，円筒徽にお・）■は，

蘇尉引込み鮪の～卸哩論麺導出嫉。

　さδtこ，数植実．．験式も軍が）曳験．驚果え坦論値芝

㌃ヒ較～検討し元。

　影章は鞠e幽焔らの定め諺力回忌轍曳

の給舞三二し瀦た働伽鵜粟ヲ裁定め．

これじ基琶、鶏編・繭梵無視した賜含の畢適位

相担）㌧ドっ9て論じ，さら1こノ晃轟崎定藪も芳慮．

し杜易奄の突極機つぢ工み規象三跡巳面繍い様

り定悼的1諸心し陣鵬回数蘇1腿し規き二

期引）略納好げタル禽傷機も身棉唯物

パラメータ・・つ暇求め、三三・数鰭庖嫉

場奄の同期31込み実験之イ了な・，，曳駒結界、えとヒ較

検i魅た．

鞠eγ七・回忌三訂極機姻込㌍腺も二

相面鰯赦1、より考察し　動揺㊥数迄1回て訊眼した
　　　　　　　　　　ノ　　、

凝
♪



場合の麟矧〉＼れ条倣茜ジタ・レ計算槻ことリ

ラ縫ぐのハ。ラメー．タtこつ・♪て束‘めノミ。しかし壷カキ畠＠

数が穫力で同期引込みする二二な過渡螺）象也矛す

同一し現象の赫星冠しては鞠er七・胸近似方

乗星：ヘビ叡す分7包’と毒9にぐくノ　引込み・∫昆象のトラゼ’

クトソは実験値tわ’；なジの差異兎女一ずる。

　そこで，V敏禦ハ／¢樋負ノ　用展γe〆氏51ござって

魚鹿沼蝿機予相列ンダクタン入の二藍聾

漏し調蜘）》糠関する鯛憲民団継，

鞠e幽⑭直航⑭蓬・沌指榔、ざ弥、

内記蹉繰すベソ州蘇灘イ織し実験恕
ヒし較強遍した。

　第五心しま第＠糞で得た勧揺方経武1・お・・ス得3

麺新調定ノマラメ汐湘山肥イ縁倣、翻制

動項3の醐引入挺腺1こ手λ，る易響雑相面解

才1Tl、より解赫し7竃．

第酵1銅鰯P＼掴嫁t尊λる各働パラメ

6



～

一タの影撃馳1鯛べ秣め、杜憲．のパラ刈

夕竃除きイ也のすべ「：のパラメータ之一．定イ直～こイ呆古、

選1さごれ7案一クのノマラメ・一、タの数イ直’乞㍉）ろ・＼）ろ勿し

さ’せ1た℃きの融、六負符・ヒヒタ秀励属熱投〉＼づ立相角の関イ系

屯ディジ」9ノし計算機で求め．ここで得3れ汽．各・種

のチャートの善家δら理味探・田くつかの舞徴迄

示した。



，．1同期引入承の塾本式

すでに瀬物er七飢寵したようしこ醐電

勧橡の同期孔線叡

円筒形醐電器明し野口）式のようtこ

　　ら饗＋骸釜＋鉱（∫粛xl一ピ轍）＝桜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1．り

突極禍期磁撒臥1・り武のようしこ

　　房蕪瑠（1一ム（二〇5ユ8）髪琳5桝ユ8

　　　＋称（5泌6）（’一ピ轍♪＝彪　　　（／．ユ）

　　　　　　（3♪
匁わざボーる。

　ここに

　8二内寄相差角　くr気武）



　チ：周シ麟欧（月仏）

　P二極対数
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と点る。

　（1．ユ7）式をi満．足する0く8く（∫犠の策囲り特異点、

のε鋤馳6～・％8徹く8くπの特黙、のε劃勲

＆諾する．πく8く苅似鱗繹点、町猿しか）。

8座棟の一継標し壁式のめしこかる．

ユつrしてτ　・ヤ　85藍◎　胤（≦；’δ墓っ俄

コL・ηπ十85ユ。＝ε5a倣

くγし＝o’＝L’ノ士2ノ：土3ノー一・…

（1．3の

　分＞0、5の’亡きi

　Oく8＜臭π　でβ（8）（‡ノ三六値之ユつとる。最

玄β襯ノ6座稗も6搬之す准ば，β刎〉β惚で蓼

りβ帆は畢大値ド専い㌧

　　β倣2くβ＜β嘱り図冬．

　0く｛多≦0・夕のてさゴq司じように・プ多えらオしる。



　0くβ＜β伽λのてき

　oく8く：之丁「　の乳きあう；われる特異点は乎つ℃

その8麟耽8Sl・、8s2・，6s3．、5s帰趨し

臨くδ伽・く882・嫁く6s3・く8徹2く8伽、梅雨ば

一般座鞠三三のよう1こ怠る。

　　　　ユ・ητr十85ゆ＝881γ1

　　　　ユ瓢＋＆2・＝8側

　　　　ユ循＋653・＝853気　　　砿3の

　　　ユ咽Tτ十：（象亭σ＝85躯

　　　　つ死・二〇ノ『±：’ノ＝tj2ノ’主3一一～
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1．皇．3　特：異ぬ、の平生質

蝸干飼期電動機の場合はq．1の戎突極重司

期磁力機の場合慮〃り却㍉8＝8牧郷の変梗

之してバ入よても全く形～ぎがわうね、）。ゆえに特

塁勧性脚こつ・）て、円筒形な31蔦σくδく珂



　　　　　　　　　　　噂　　　　　　　　　　　　　　　　　　30

の細雨灘甑・）ズ（85ユ。、・）｛こつ蝋，

突極励な3ば，（魂，。、0）ノ（652・ノ0♪、さ3にもし

L存在す敵しばノ（醜3ら0♪，（＆筋0）　（こつ・、て調

べ薙ばノ聾掌す次ドである。

　D　円筒形電勧撤の場合

特異占、の8座標迄8δ。（oく85。く2り乳すれば

8二6ノ＋65。 （／3り

なる麦換屯イ3な・），、原点烹特異点に移す。

　（1．3の武廷（／，／り式（こべ擁す承ぱ

　　　〆妙　　β～んσ一5泌（6午56の

　　　4δ’　　　　　へ「

　　　　　　　＿イる，へ　，8’Co56ヨρ＋（a（，δつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（／。3の
　　　　　　　　　　　ヴ

　：ただし．（a（δりの8ノの旅数はユ以4こて’ある。

傷～鵬reのデ捌色翻し、G．3の穴の鼠子

の8’のイ露出ん棚孫数螂．分ξの6’の口数

之C，へρのイ象雑D芝する∠



ハ箆一CO58δ、

β畿一ゐくO

C竃O

D＝1

℃ねゾ特塾生方纏式し志

＿フ㌧　ノ

A　β一）＼
＝0

ず．：）ミー8入一ハニ0

（1・39）

て1．4σ）

燐り、特性楓憲（呼・拭の2す界でをえ5梶．

　特異玄が平更特喫玄、であるためには．ユヰ艮の実

影㍑濾喚でハく。である．わ・の燃しす

｛特異点、じまくう彰点，℃なる。

　したズ）ぐつ’てノ　（／。之7）武tこぎっ　■示、さ：オ～’る特嘔翼

点のうち

85，。・二5’液4β
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克℃れば

　　　　ハニーぐ・6861・＜・　　　　（ノ溺ノ

’儲ゆ礼座標（δ51．、の嫉定・門門である．

　　　　8S2。二兀一5記β

も℃れ｛ぎ’

　　　　A＝一C・6852・＞o　　蠕、（／・亭22．

1なるウえ，、座橡（6δ2。，0）はく3形’点，である。

　の突極刷欄電動機の場合

糠輌5座撫85提ら6・6’す5S・加変
　　　　　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い
換社，（／，ユ1）式にノ㍉）妨れ体

　　　　瓦ゲβ一夷｛トムく・62（6極．）｝聖峯、

　　　　46ノ耀　　　　　　　　　　　！V一

　　　　　　　糸一斧δ海｛2（6’＋＆・）トs袖（8極・）



　　　一ん（，一るC。S掬峡皇C。52＆。＋（。5＆。ズ

　　　　　　　　　　　砿
　　　＋（＆（画つ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（’。峯3⊃

ただし、Q（δ抄）の6㌧勤戻蜘皇以キで

ある。

円筒砂心力橡痢じよ）1試て

　　　A畿一（皇1｝CoSユ850＋Co56：5。⊃

　　　β二蝿（1一乏）Co62（1』o）く0．．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（／．タリ
　　　C二〇

　　　D犠1

芝怠る。　　　　　　　　　　唱

　2し）特出点、．が2っある場．合・　1　　　　　・

　（／．ユヲ）式より

　　　（袋1㌦8汐。・蜘と・6魂・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1・亨5り

編航個蘇・、β（覇点・1こ回る働

曲線の榎⑩淫携｛暗い、。
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　したズ）ぐっ一て，　8「乞ノ東，葦、ソi）、5出回しノ…ケ1易ノ告2景ネ刀

に現わ郊量る蔚勾玉、δSl。口正のイ頃き電特クだめ曵7定

説畢蕊ズ劃、♪久しこ隔れる85。．、飾り傾舗持

っ大めく5形点、●で’ある。

　すナよわち，

　　　85‘◎の乳きノ　ハ＜0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（麦4の

　　　8δ20の図き　　／牲＞0

で’ある　。　　・　　　　　　　　　　　．

　』）箸畢薫、がをフあ3場合

　イ特畢諏，がユつあ3場．合心添：く同じようド壱周べ：て

　　　＆」。の’娃♪ハ＜0

　　　65ユ。の’亡き，　ハ＞0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（乙47／
　　　　8＄36り・どミ，A＜o

　　　　δ5亨．の湊ハ＞o

で郊こ叉がわかる。すかわち，891・，853・の乳

嫉兇特一職ズあり，85ユら鞠・の聴ぐ3碗，

であ3。
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レ人よ述べた認勾磁砂鈎槻突繍蝸期

電勧橡しこつ9て一例赫迂ばノ図／す切図凶7

までのようしこノまる。
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　　　　　　　　　　　　　　（臭2、）♪（2り
1．3　　同其飛機リミ　・ソトサづクノレ

基木式の制勧解数四夷G哨（。5ユ6）は正である

　　　　ナから，仏飽の勅：期イ直二野溌したつ玄相面トラぜクト

リが、呼定な特轡型こ暮紛しな）プおばそのトラ

ぜクトリ1桐七曜ワ㍉ト例クノレしこ収束努、

位相面坦＝お・）てこの『リミットけイ卯購鋼三

脚寧す禍期関数で捌、そのソミットサイク

ノレ上の仁菟の点、し・ぢ1邦縦鋤幽紮Vの値｛証で

δつG・飛節t寸リをえ5れる・Vlの最即値之越え

’な、）。でδ｛ここのりミットサづクルは・v張r駿

（一良値）の癬齪勃了怠直組こ差きつくよう｛こ

進走こ｛が翼下の老正明■㌻bかる．

　す点わ古，位相面力論式迄このリミットサイク

ノし上の郊イ境駅8ユノ（のよソ（8、櫛疏♪

去で（9tこつ・｝て績イ駕してみ3乳

39



　　　　＋4ご1脇一融5ご2πβ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／／．482

書きプよおせば

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（／・よ02

（’一一も（052，6’）〉・なるゆ叉

虐1一る（・5小〆6

　　　＝噛△栃ll㌍も。　6畷

　　　〒2π・働（8黛＋△・2π2

が1成立する　△（oく△くりが、疹在する。

したがってへ隔畷畠△如）・亡おけ副この
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リミツトサィフノレ上物景大壷～臓覗一蜘・値

へ酒気の悶に蝋は官庭する．．

へ偏軌く（孫く（鰍宅メ

　この蝋℃棟えば

　　ゐ∫匿＋1「一も。　δ畷＝2π三斜πβ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ゐタ1）
　　　．　　　β
　　　・・／v㌃77

　このようtこ壇7定’平兎黄テ：気t、収一束し／δ＼）トラゼ’クト

り鴫べ坪瑚直が駿偏醐機　㍉ト堀
クル1こ収，束、する。しがしノすべての、トラぜクトリ

が嚢定『乙衡点ド収束するようかパラメーンのもて

で低このソミットサイクノし賄庭しな・1。

〉烈励磁投）㌧かあ・・只制重力遂編こよフて誘導

祀る．こρ縛鞠ミッ剛クノしi‡（川域

で同舟しト｛しク∫C帆8の項愚痴滅さ辻！域
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へ戸
ﾜぎど＋夷（1一る。◎528）妙＋8≠5～侃ユ8鷹β

　　　　　　　　　　　　　　　　（1，鉾）

の定方縦満足禍．上露・）れ同様）郁曝

気鮎りそれ儒漁礁プ離し絃、ま琢紛し，

平殉値烹求めるかぐ、ぎウ駿判なる。そして励、磁

拠点闘のあ砂る繍イ齢こ嚇導機リミッ

トサイクル上．1こある。！励磁黎ピ）＼輸の誘等電勧ノ橡鋤

　　　　　　　　　　　　　　（22），（簿）

魯トラゼクトソの分類

レ人」宵寝し錠剤立相面赫獄1こぎウ声ラゼ

クトリ之纏受tこ才畜、）一て～ナる乳ノF『筒機・で’免突艇…搬

でもトラゼクトソ君手はノマラメータしこよジ功、の亭っ

の腫類の血相面のう事で木か1っに虐ま．れる．



1．午．1　塙励声、が霧在しね・）》易合（β≧β伽邸）
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　図・1．3♪　図1。ヲtこ示さ、オしろよう～＝，壕ヌr束すべき」

特灘が潮面惚9働ノトラゼクトリ嚇一編

同期機リミットサイクノレtこ収京すろ。この茎うヒ

皐定平衝煮、しこ収束しな・）トラぜクトリは平均・値が

駿怠る同期機1）ミットサイクノレに杁束する。リ

ミットサイクルは掩が小さ・）鳳℃上．ゐtこ多見われろ。

しかし，すべてのトラぜクトリが禦定盆立豊、に収

寵すろよ）ノよパラメー：タのも乳でし’まノ　も顧ろ／く’，

こ勿ミッ彫イクノレは存庫しか）、

1．紹特戯，が有在して1三期機リミット卿ノレ

　　　が有・．在す言場ノ合

図∬．ノ0，　図｝．11　しこ示セホーるよ’）、こノ　凄～甦負；域

より醗し卦ラぜク1り腔噛異点輪舞
るがノメ識分は不序三定な4鰍であヅ，それカ’3出

発し7気トラぜフ　トリ、まゾミッ1一サイ　クノレに豪澄し



てしまう。したがク’てノあ・るア艮定さ1オし、たネ刀1期づ直か

う出癸太辻な、プ、れば辱更tこ参．ら孟乳’）・

　三二制動イ糸数見が臨界制動係数護しまり・トさ・，

ケ揉上1、起こる。

姪3特蛾が願い馬事機リミッ剛ル

図Ll％図L’訟無漏よ）である・こ

こで臨界制働イ匁数夷し℃は，・）かがる初期値か3

虫癸させてもノすべてのトラぜクトリが喫定平禽

点しこ叡訂す一瞬の相対制動係数屯・）う。三二特

黙、が霧在する場合しこし意ノ母寒の場叡縞リミヅ

トリイク’レー収束するこ乳がわかって9る．リミ

ットーリィクノしが存在しノ3・）のであるゐ’らジイ嬢』ネ刀

無漏ジ出発したトラぜクトジは初莫聴の迩傍り

呼鋤特異点、にすべて弦諭する。

・璽4



1．僻醐機リミット別ルゐ鱗撞する

　　　G鴨淀直魁する場合（ゐ煮∂

　図’．杵ノ図1．15りしこ示さ才しるよう1こ，いつ’フなる

ネ瑚値か5卸瓢篤皐定特塁点k講・巧加殊，

ぱ・点ずリミットサイク1レ現収；賦する。数学的ltは

・、つまでも安定恩義ゑ1こ嚇しね・）カぜ，物理的い

t伽ずかの外乱があ額ぎ、穿庭靖環鄭こ収京する

桐か，をた1詞㍉トサイクノレ額吻血す祷向

かのゾ栃δしこ進有する。後智ま痢鴫じこて急

くリ渥しし，＼）っδ・は喫定国儀隔心は・）る．

　この貸の後が与え3緑ム、翫βド対する
盛；）界葎り重カイ糸数，姦ん色」歯すのであって，　こ；れ，・0’5同

論し剣今が導かか一る。

45



▽

0
●
3

O
O
2

0
の

ユ

一〇。5

　　　　9篇9・k＝■・2

　　　　わ＝0．　β＝■．2

　　　　　　　　　　　　　飾／dδ＝Oの軌跡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，”一一一、、、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　同期磯リミットサイクル　　　　　　！／　　　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／！！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＼＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／／
＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ！

　、　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　＼＼　　　　』　　　　／／
　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　　　＼　　　　　、　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノ

勇．o
0 ＼0コユ

8
●
ユ図

3．0 4．0

＼
＼

　＼
　、　　＼　　＼

5．0

円筒磯に診ける特異点が存在しない場合のトラゼクトリ例

6．0 ワ。0　　　ワ．5

δ

劇
O



㊥

呂．0

2．0

ユ．0

V

一1．0

9＝＝0．5，　　　k：＝＝ユ．2

わ＝＝0．25，　　β＝＝■．5

、

、

、

、

、

　、
　、

同期機リミットサイクル

、　　　　　・　、

、

、

、

、

　、

　、　、　、　、　　、
　　、　　、　　　、　　　、

　　　　　　　　1　　　　　　　、、　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　 、、

　　　　　　　！　　　　　　　！　　　　　　　！　　　　　　！　　　　　　！　　　　　　！　　　　　！　　　　　！　　　　　’　　　　！　　　　！　　　　ノ
　　　ノ　　　！　　！　　！
　　ノ　！　！！
！
！

跡軌の0＝翻ヅd

’

、
’
’
’

、’P

、

、

、

、

、

、

、

、

、　　　　　　　　　，
、　　　　　　　　詫
、、P嘗

0 ■．0 2．0 3．0 4。0 5。0 6．0

、

、

＼

　＼
　＼
　、　　＼　　、　　、
ワ．0

δ

図1。9　突極磯に鉛ける特異点が存在しない場合のトラゼクトリ例

《
歴



｛3，0

2。0

ユ．0

一ユ。0

v

、
へ

、

、

、

、

g＝＝0，　k＝＝0．3

bコ＝0．　　β離0．「ア

、

、

、

　　　　！
　　　／
　　　／
　　　／
　　　’同期機リミットサイクル
　　ノ

　ノ
　1
’

’

’

’

ノ

、

、

、
、

、

、

　、

　
／
、
へ

、

’

1

1

、

、

、
、

、

　、
　、
　、

　’
　ノ
’

1

ノ

！

ノ

ノ

’

ノ

’

、

、

、

、

、

　、

　、
　、
　、
　、
　、　　、
　　、
　　、
　　、

、

、

、

0
、

　ユ．0
、

露・0／ 5。0

、

、

＼

＼

＼＼‘

、　　　　　 ／
、勤ρ　ノ

　　！
　　／
・　／

　／　図：L・10
！！

4．0 5。0

’

6．0

円筒機におげる特異点澄よびリミットサイクルが
存在する場合のトラゼクトリ例

、　　7．5
、

　＼

δ

餐



V

5．0

2。0

ユ。0

0

一一 ≠kO

9＝＝0．δ，　　　k：篇こ0。3

b＝二〇。25，　　β＝0。ワ

」
～
一
、
噛

一同期機リミットサイクル

　　　　　　　　　　　　’1
ノ

’

’

　　　　　　　／／
／＼＼…／
／　dv／dδ瓢0の軌跡

　ノ
　ノ
　1
　ノ
’

ノ

！

’

’

！

ノ

ノ

ノ

！

！

1
／

聖
ノ

ノ

ノ

！

！

’

ノ

’

1

1

、

二L。0 ／2・0
1

1

　　’
　　ノ
　　／

　11
　／
　！　　図ユ．ユ■
　！
ノ

／

！

3．0 4。0

1

、

、

、

、
t

、

、

　
、
＼

、

＼　　　　！
、　　　／
、，／

5．0 6．0

突極磯に倉ける特異点およびリミットサイクルが
存在する場合のトラゼクトリ例

、

聖　7ρ

、へ

、

、

δ

幽
の



▽

3．0

2。0

：LO

一〇。5

9：譜＝0，　k二＝0・9

・わ認。，　β漏＝o．7

●

、

＼

＼

　、
　、
　＼　　＼
　　、　　、　　　＼　　　＼　　　　＼

a・〆aδ＝Oの軌跡　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　！　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　1　　　　　　　　ノ　　　　　　　／　　　　　　　！　　　　　　／　　　　　　ノ
　　　　　／　　　　　ノ
　　　　／　　　　ノ　　　　！
　　　！　　　！
　　1　　！
　／　！
　／
／

！

、、
A、
　　、　　＼　　　＼　　　＼　　　　、

＼

＼

　＼
　＼　　＼

、

＼

＼

　＼
　＼　　、
　　、　　　＼

＼

＼

＼

　＼

辱

0
＼

■．0

　　＼　　　、

　／　ノ　1ノ
！

！

ノ　　
1
0
，
　
0
2
1 ’
’
’

5．0 4。0

、

＼7・0．

5．O 6．

δ

一　一　 一　’

図■．ユ2円筒機に細ける疹勧の場合のトラゼクトリ例

＼

ぴ
O



辺

δ

k＝0。9

　　亀
β＝o．ワ

9篇0．δ，

b＝罵0．25，

V

’

＼

＼

＼
’馬 A．．1

！
ノ
／
／
！

、

、

　
　
　
　
、

　
　
　
、
、

　
　
　
、

　
　
　
、

　
　
、

　
　
、

　
　
、

　
、
　
、
　
、

　
、

　
○
、

、

、

　　　　　／！

　　　　／
　　　！
　　／
　！
／
／
1 ノ

a移／dδ＝0の軌跡

、

＼／…一．＿＿ノ／
ノ

／
／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

　
　
、

　
、

　
、
　
、

　
、
、

、

、

　
＼

の
　
＼

7

　
＼
　
＼
＼

、

、6。05．04。o3．02。o
7
！

／

！

／

　
／
　
！
　
！　
1

　
！

LO
、

、
0

、

＼

、　　　 ，’

　、、一’

り例ト突極機に訟けるみ隠の場合のトラゼク図■．ユ3

3。0

3。0

ユ。0

r・■。0



3．0

2。0

ユ．0

rO．5

▽

　g二＝0，　k鵠0。604

．唱tF09　β＝0。7

＼

、

＼

　＼

＼

＼

　＼

　＼

同期機リミットサイクル

　　　　　　　　　　　　ノ’一鱒鴨、、　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　／＼　＼
　　　　　　　／d・〆d旗。の軌跡　　＼
　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
　　　　　　！　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　〆
　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　／
　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
／

窃’

0 ＼■。0　　　　　　2．0　7　　　　　3．0　　　　　　4．0　　　　　　5．0
＼＼

　　　　　　　／／
　＼　　　　　　　！！
　　　＼　　　　　　　　 ！
　　　、一＿ノ

図ユ．ユ4　円筒機に鉛ける癬隠の場合のトラゼケトリ例

6． ＼　　7。5、

δ

朝
罫
の



3．oV

鑑。

正．0

嘱　0

一ユ．0

　　　撫
　　　　．k：＝0．6459：＝0．5．　、

b＝＝0．25，　β瓢二〇3ワ　。

　　　同期機リミットサイクル

　　　　　！　　　　ノ　　　　！　　　　！
　　　！　　　’　　　’　　　！
　　！　　！　　ノ
　ノ　！／
！

！

〆’覇、、
A

　

、

、

、

、

、

瞳

、

、

、

、

、

、

、

、

　　　　　　av／dδ謹0の軌跡　　　／
　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　、　ノ＿＿＼／／
　　　　　　！　　　　　　　　　　　　 ｝、＿■ρノ

　　　　　　／　　　　　／　　　　　／　　　　　ノ　　　　　／　　　　！　　　　／　　　　！　　　ノ
　　　！　　　！
　　！
　　ノ
　　！
　！　！
　！
！

∠

！

　　　　　　　3。0　　　　　　　　　　　　　4。0

、
、

、

、

　、
　、
　、
　、　　、
　　亀
　　、
　　、
　　、
　　、

、

、

、

1

、

、　　　＝L．O　　　　　／　．
、　　　　　　　　　　　　　／
、　　　　　　　　　　　　　　　　！

　　　　　　　！　、　　　　　　　　　　　　　！
　、　　　　　　　　　　！

　　　　　　ノ　＼　　　　　　　　　　！
　、　　　　　　　　　！
　　＼　　　　　ノ’
　　、、＿ノ’

　　　　　図ユ．ユ5

、

、

、

、

、

、

、

　t
　、
　、
　、

、

5．0

突極機に鉛ける彦＝勧の場合のトラゼクトリ例

6．0

、

、

、

、

、

　、

7．0

＼

、

、

　、

δ

戴

舗
も
。



54

　　　　　・条件⑳⑳㈹

鑑1　デ4ヅタノレ計嬉キ幾～二ぎるβ苅る・

　　　の靖パ9）

2．。L1　　』・ノ参「乞ノ・ぐうメータて＿す召　βメ寸ノ乙くレρ乞

　　　　求’め訪》舞

　あるると浄起／ぐうメータにぎし定．す，オししで、あるβ

もこ対する裁t榊随のよ）t㍉ぐ5山べ85、o）

裳幽；発し，たトづぜクトリが，＜5形点（8註餌ノの

之通，過する墳ぐ脅之渦．是：する。8題6’＋8sな弓座標

隻換（＝峯。て，原点・をく5形点，にとれば，（o、o）

’よ）醗し。ハ粥クト帰（笥・）輝国

5条イ身塵束：めれしぎよ・）。



r．コ．氣r

ぴ偽

野熱賦のぎ擁践喋ぬ 働
フ
’

　
創

㌦
調
幾
・

州

凌
羅
へ

、
嚢
艶

　
膨
㍉一
彗

　
　
い
’
許
一

葱
岬
t　㌘
騨

｝
讐
膿
レノ

囎
ノ

構　
／
魁
穐
〆

ぜ7 卜 弧描び嘘μ， 壕鵡で麗薩・ゾ綜！画Ψ

選度廊ジ撫二
♪
め

気
い
　
ざ
　
μ
／
了＞5鞭

劉

驚
驚
　
〆

　
R
　
　
　
ノ

臨し
慧
駆
汐
　
‘

～
　
岬セ

、
＼ゐ “調

嫉
ノ

　
避比畔

轟

憲
脚
　
㌻
膨
飼
蟻

　
甲
洩
必
購
t
　
箏
撫
㌔

〃
繋
学

轟
避
3

　
噛
被4簿r菱

倒

鱗
等
　
鮎
一

　
　
哩嘉
欝

トラぜぴ 轡感・汐寂瞬叢紘飛噸轟慧か

こ熟じ凝5翻門門の逸君凝螢び機蕊じ四四的

t醸三一の瞬臨嚢衆す儀声めで鶴．
　
蹄
ボ

メ
吋
　
　
監

冠
黛
．
陰

集
≠
唾

脚
　
　
瀞

鼠
蓋

　
ア
　
　
い

｝
ぶ
ノ
幽

“

晒
髪

〆こ咬
｝鞠

織薯
瓢㌧㌧、

　　　　　　　’

の熱ン傍で慰

農輪

へ！曜瓢 Σll鷺

輪欝農

メ／儀8
～歎

（焦げ

過
σ翻

　
榊

野
醐炉

乏

㍗
～
r（　　

汽
A し亀一つ

凶罵総数亀購嫁孫窪緩浴嘘 “．W
沸㌔

礎難

か丈 し父
｝
潟恐ノト 甲

　
脳

閥
㌦
　
謬 御

’

触
郵瑚

儀

悔
ー
ノ

縛～
、
獣
♂
黍
　
喫

顎更
ノ
跨
◇

》曳
女
い
　
団 薫め窯そ

　
　
　
げ

解
ぜ
㌦

晒．

ｽ
　
　
評
ζ〆塊 裾㍍5∴へゆ 　

　
歪

篇
慕し

一
㍉
〆桑
汽婁

　
’　

　
認翌 （σ、ω 窯出癸し産

トラゼゲ 隔一 鶴
㍉
　
馬
亀
然ノ礎ン

集
憲
備
、
ジ
・

繭
　
　
㌦
謬匹
む
夢 ビワ

〆㌦

㌧ノ3♪
藻
審

　
ダ
ー
凝
卿
㌢
部

闘
、
（
。
　
獣

　
㌔
，
嚇

　
㌦
訟

　
　
脚
予
瞭
囎

漁
心）触

儀
ノ

／へ　こ 礎の徴憲

（8∴ヘリ で
熱
瞥
蝋
藩
議

ノ
隆
用
産彗
遷

b
F
ξ
婁

　
囲
乱
翫

遜
廻
r
プ

鱒
》
　
　
〆

　
再
f
㍊
　
，

鬼
ノ
電
一

　
逆
ノ

　
　
，
’

脚
㍍
騨

藩
を

して （1灘）六の興描輪

回門門蒸下した



56

　　　壽薯＝β一畳（’一る（◎s26）・ト3≦潤28嗣5£質8

　　　嘉㌻

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2・2）

の関野宅R俣三一k識逃去で勅，トラゼフU

蠣かせ翫6三品貸／の・郁1喉吃増し，

鷲Mが微ノト仙論ろよ）プよん煉めるのである。

G．2D式嫡姻、動二二ジ

　　置引＋夷G一ち（・526川多S泌皇8邸8

　　　　二β　　　　　　　　（2．3ク

也得る。（2．3）三毛こおqて8霊8越！邦酎較

撫し、蝿8’｛・つき（2の式のよう1赦鞭潤する。



　（2・D式瞬益、8’二俳お・）て零である粥

　　　　　ハ・二〇．　　　　（2？り

である。

うば　ご

｛壽A偽6びく鴬萌

典土する・したがって

　　　　　　二）弐（剛隔隔8’れ

　　　　　　　η暮σ　筑で。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・（2。6）

5？



いま・6＝δ’＋6Sの埆鰍蠣嫉開只

　　　　　　　　　　◎◎
　　　　c。sユ8＝Σ：c瓠（ユδ’）億

　　　　　　　　　窯

　　　　s～η8三立翻（6ゲ

　　　　　　　　　質葛Q

ただし

C。とご・Ω5s／Cβ一Sl箕28s，

cベーれゐ。＿2ノ

島こSlれ2哉，　R二。・s2魂、

鉄〒一三（指♪脳ノ

S。鷲51倣8s♪51＝（・5魂，

s帆＝一（奏95－2

（2・3♪

5曾



59

（2・D、（25）、（2。7）式い1

餓8ハ
b．

y
個

（2・9）

峨8A
・．

m
篇

詳　
C

・．

m
ム
姻

私＝獄8SOCる

顔8　
例
　
備
　
れ
ハ　
知
C軌回れ

江
姻

・．

]
卿
紬
　
＝

（2、／。）

　こ才し3の糸鱗i嬢閑し／…もの宅（2・3．）≒N（こイぐ：〉㌧

する℃

峨8　
嶺

　
　
の
　
瓠月

　
刊

　
　
倣A

　
－
3

　
十
　
三
一
。

匁
コ
郷

偽
ε
卿

級
ε
　
　
三編ノ仮宏

卿

・．

R
掴
癌

峨＋8　
A

・．

ﾃ
㈱
ゐ
　
　
一β

　
　
＝

壇8
　
　
偽
S的
Z
㈱

牝ノ
・．

G
卿
づ

（ユ．の

芝がる。



ここで評の1轍イ締．（短1地上ヒ樹双

　　　　れ
　　　巳伽Dハ鰍1ハ二一倣・
　　　嶺葛。

　　　　ニー拙＋秘まユ七㌫吹
　　　　　　　　　　　　石亀◎

　　　　　　一2》Pべs侃　　。（2．1ユ）

が得5れる。

九こ。／ようば♪（2。8），（2．〃♪式よワ

　　　　　・＝β一沸一s、二β一9∫誠一Sl峨

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2．13）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も℃7『よる　。　（2．／2）　式tこ　クし二1ノ　・ηo．2．　玄イ㍉入し

ん＞oである認紡訂して

　　　　　ん＝一級（1一も。・♪

＋妾捲（1一ムQ2一（那＋の

　　　　　　　　　　　　　（2・／4ク

60



、

　　　Aユ＝ユ義もqAl－4露隔5ミ

　　　　　　　　3へ十二（ノーb（。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ユ・15♪

之得る。

Aれ侮≧3）の；廓し亦得蘇め、（皇」2）式

の左辺ノカ下刷遇すれば

　　　：左辺＿二Σ＝＝cη～ナDハ轍ヤ1ハ職一倣

　　　　　　　7塊二〇

　　　　　　二畳（鮒｝）へ桝IA斜一倣’（確一1＞。）

　　　　　　　7筏50

　　　　　　二等んAn＋んA。＋鴛（鮒i）三士IA憾

　　　　　　　　　　　　　　つ準1

　　　　　　＝ん（轍1）編＋髪（轍DA吋1ハ矧

　　　　　　　　　　　　　γ准l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　l（◇t－2）〉δ1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2、1の

　　　二右辺で一ゐA頒十滝も（：・A願

　　　　　　　＋渥も畳♂♂A伽バ弁島2㌻S俄

　　　　　　　　　　つ嫉二｛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ユ．17♪

6豆



63

Zしなる。ゆえ1＝7し≧3ね5ば

　　　　　　れのユ　　　　　　一Σ＝（軌＋DA轍IA三一伽

　　　A俄＝　鯛　　　　　　　　　　　　米　　　　　　　　　（伽†1）へ

　　のヨ
十掩』塞ユ艦ぐ鰍ハ伽吹一2与盈一賑・

　　犠笥1
十ゐ（’一ムC・♪

ゆ　（2．18）

玄得る。

　　2，L3書博継果

　これま娼述べたξ稗劉触図ユ・、のフ匂弓

ゼト啄す．そのき跨羅縁銅、描が

図2．ユ♪図2β乱こテ・す。

　レノ、上のグラフにつ・）て，k）ず木のパラメー・ター

1こつ・夙も『 CH・E・鞠er七◎πの鴫3工みしこ関す

埴織t枢世遍した麟、勅た念悼結黒は舵

秦曲線になるため，β鴇。・フイ寄辻♪あ’よが丈りうろ
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βの・畢．終イ直付近ズはかねレの：差異がみ5オしる。

　δつ

　（’）多一」定＿，と・：パラメ。タ（区｝2・窯）よζリ

　叡γ洗・の場合

　　　bが大かる1呑ゾ辱定ノ頭鰍光，なる。

　　も）　曾雰0、2タあ場右・

　　　βガ・トなる込・き1こ1なa㌧）の4負向が3）≧～糸たき

イ篁・6’しこ・9ナ5オし＝るカぐ，βつが増加するに4養．い灸♪の

乃三三tさ＝連続的tこ減，少し，　っ、｝、こ、さ麟云し　　と）クゲ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　小なるほゾ呼定領域大℃、なる。

　　c）豹。、鰯よ姻3・卯⑩賜溶

㌦　もが、、・ね訓蓉ゾ動逃勇域摂怠る。しカ’し

　』の萌線1こおよぼ’す影響湾5t蓉ゾ木rき之プよ9。

　（勾ぴ良、争：ノぐうメータ（即β）よツ

　　βが非妬しこ小なる℃きには，多が・トだ3博で

掌定顛証人である。そ爪ノ∫5βが順〉久増加する

て，しげれ嚇線雛が・）に1回飾るので．

　βがあ3値より大じね小・vギノ｛｝ガ大ナよるしま’ど
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宰」謬東域人之7旗る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（22）
ユ，2同期引入庶〔こ＆ぼす突医し・麹）影響i

　父・L3であ3速象演しうるる｛㌧をえるし、3の影響ノす

蜘右突極幽・纏洋つ頭吟味し声が声抄

しはっきり養tるため図ユ．4ノ図ユ・よ之1示し7～。

　図2，4は突ホ垂1ことる二二係数も玄横：軸ドてり．

各負箱一上ヒに対す3臨界制勧イ糸数兆、玄矛し太もの

で，図よリbが・ト七・、ほか．護◇が・トζ之嘲！黍レ領域

が迩）。ただし，βが・、蛸か下世庶よる

謬塁忠駆んゾか・）。解・、びで傷肱のイ駒が

少ね之ノ済ン久5一では顕箔であ3。

　図2。封さ多喜横軸R℃り庭諮弥したものである。

自、符L℃βが・いさ、ド乙rき、志浄力ぐパ・さ＼｝乳ころ一で窄定

領域し⑱少広がる．βが終之郁tこつれ湯が

大，き：・、し鴛で噂・良鍛域は声ぐなる。あるβ匪上、・ね’

才しば号が小さ・）≠中庭コ特累点、ほ栴：在せず．ノ勢ず同



期はずオし之起こすこt宅赤している。そしてこリ

ノ頃・向はも．がメーき・）tまぞ莞し、）。

全弥tして、βンiレ灯の負律ヒしtヌ寸してし憲、

吹極k二よる影響1志・さほf’大鴛之7な・）。
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　　　　　　ノアLタ9，b，β，ε3ノム亀

δT百P

六二8

NO　特異鳶、

　　　の存在

　　　　YES
8sを束’める

　程～o＝1000，

A睡憎憎し．
u轟最める、

（8雪ノ篤）とネ71期値と

し仁　トrヲセ．“クトljの言十儲，

〉
一

璃異薫、Y匠s
レこ収束

　　N藪

1免。一斗llE

危漏段†△浸

〈

課～。＝角

屋＝灸。一△段

湊。篇角。

END

図2。ユ　厳密値を求めるためのフローチャート
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表2．：L（α）

9＝0

わ，g，βに対する肋の値（厳密値）

β　　　　り
○ 0．25 O．5

○．1 ○，079 ○，077 0，076

○．2 ○ユ59 ○，156 0，153

03 ○，239 ○，235 0，231

o．4 O，322 O，316 0，310

○．5 0，409 0，40ユ 0．3％

○．6 ○，502 ○，492 ○，482

G．7 ○，604 0，590 ○，579

○．8 ○，720 0，703 ○，688

0．9 0，864 0，845 0，827

　
　
○
．
9
9
〆 LO92 LO76 1，066
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表2のコL　（王））

9＝0．露5

わ，g，βに対するん0の値（厳密値）

β　　　　わ ○ ○．25 ○．5

0◎ユ 0，086 0，086 0，085

0．2 O，174 0，172 ○，171

0．3
0．262『

0，259 Q，257

○．4 G，350 ○，348 0，345

○．5 0，443 0，440 0，437

O．6 心　　0．540 O，537 0，534

0．7 0，644 0，642 O‘639

0．8 0，758 0，758 0，759

0．9 0，888 0，894 ○，901

ユ．0 1，053 1，072 1，095
1．μ←5

1．09 1，311 1，368 ごβ・1・1）1．581
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表2．■（c）

9遣＝Q．5

わ，91βに対する椀の値（厳密値）

β　　　　　b 0 O．25 0．5

0．1 0，095 0，096 0，096

0．2 0ユ86 0，187 0ユ89

0．3 ○，275 0，277 0，278

0．4 0，362 ○，365 0，368

○．5 0，451 0，455 0，460

0．6 ○，542 　　Fn，548 ○，555

0．7 O，636 0，645 0，655

0．8 0，735 0，749 0，764

0．9 0，842 0，862 0，883

LO O，960 0，989 1，022

1ユ 1，096 ユ．，139 1，189

1．2 1，269 1，336 L420

1．29 1，548 1，674 1，847



勃

表2．ユ（d）

9＝0。75

わ，g，βに対する勧の値（厳密値）

β　　　　　b ○ 0．25 O．5

Q．1　． O，097 0，099 0，101

○．2 0，185 0，190 ○，194

0．3 0，271 O，277 0，283

o．4 0，354 0，362 06371

0．5 0，438 0，449 ○，460

0．6 0，523 0，537 0，551

○．7 ○，609 O，626 0，644

0．8 0・699 0，720 0，743

0．9 0，791 ○，818 0，847

1．○ 0β89 0，923 ○，961

1．ユ 0，995 1，038 LO88

1．2 1，lll 1，167 1，233，

1．3 1，244 L317 L407

L4 ユ。4．08 1，508 1，637

’1．5 1，668． 1・824 2，041　　蟹

3
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β

ユ．，0

0．8

0。6

G．4

0。3

9＝0
b＝＝0．5

わ篇0．25

わ＝0

0　　　0。2　　α4　　0．6　　0．8　　1．0　　ユ．ユ．

図3．鶏（α）　一定の9に’対するbをパラメー
　　　　　　　ターとしたβと泌の関係
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工2

ユ。0

0。8

’0．6

0．4

0。2

β

9＝0。2δ

　
5
　
2
δ

0
0
0

ヨ
＝
一

わ
わ
b

＼、

0　　0“2　　0。4　　0。6　　0．8　　ユ．0　　ユ。露　　ユ，．4，

　　　　6
図2．2Gb）　一定のgに：対するbをパラメー

　　　　　　　ターとしだβと泌の関係
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工4

ユ．2

ユ．O

O．8

0．6

0。4

0．3

9＝0．5

圏b＝：0

馴b＝Q．25

b＝0．5

左o

0　　0．2　0．4，0．6　　0。8　ユ．．0　ユ．2　　二L．4　　二L6　　二L8

図潟．2（φ　一定のgに：対するわをパラメーターとしだ

　　　　，　βと妨の関係
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ユ．6

ユ。4

ユ、3

：L。0

0。8

O．6

0．4

0。2

β

9＝0．75

：b＝0

＝O。25
：b＝0．5

んo

0　　0．2　　0。4　0．6　0。8　ユ．0　ユ。3　ユ．4　ユ．6　；L82．0　2．3

図欝．2 （α）　一定の9に対するbをパラメーターとした

　　　　β走勧の関係



1？5

⊆L。4，

ユ．2

ユ。O

O．8

0．6

0．4

0．2

β

’b＝・0

　　9＝＝0．ワ5

　9＝＝0．δ

9＝0．25

9＝：0

・0　 0．2　0．40．6　0．8　ユ●0ユ．2
　　　　　　　　痙・
ユ．4　ユ．6　　ユ．8

　　　　魯
図2．31α）一定のわに：対するgをパラメーターとしだβと翫の関係
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ユ．4，

ユ．3

ユ．0

0．8

0．6

0．4

0。潟

’b：＝0．25

9』o

　　　9＝＝0。75

　　9＝：0．5

9子0・25

　　0　0。2　0．4　0。6　0．8　ユ．．0　ユ．．2ユ。4ユ．。6■08

図2。3（わ）　一定のbに対する9をパラメーターとした

　　　　　　　βと勧の関係
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β

1ユ。4

ユ．2

ユ．0

0．8

0。6

0。4

0．2

懸

b＝0．5

　9＝＝0．「γ5

9＝0。5

9＝＝0

9：二〇．25

　　　　き
0　0．2　0．4　0。6　0．8　ユ．．0ユ．．2　ユ．．4　ユ．．6　ユ8　2．0　2．2

彦。

　　　　o

，図2．3（c）　一定のわに対する9をパラメーターとした

　　　　　　　βと紡の関係



2．4

2。2

2．o

：L8

ユ。6

ユ。4

ユ．2

：L。0

0．8

0．6

O．4

0．2

海。

「
爵

5
じ
＝
9

，

●
　
　
　
　
　
噂

4
　
　
　
2
　
　
　
0
　
　
　
8
　
　
　
6
　
　
　
4
　
　
　
2
　
　
　
0
　
　
　
8
　
　
　
6

4

2

0
　　0　　　　0．2　　　 0．4　　　 0●6　　　 0．8

図2．4　突．極の影響を表わすbと肋の関係

ユ．0

β＝ユ．39

β＝ユ．2

．β＝ユ・ユ

β＝Lo

β＝o．8

β＝o．6

β＝o．4

β＝o．2

わ　　．＿．＿＿．
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彦。

4
の
2

2
コ
2

0
●

8
の

ユ

6
の
ユ

4　ユ

2
　

ユ

0
　
ユ

8
の
0

6
　
0

4のO

2
の
0

→

わ＝0．5

　0　　　　　0。2　　　　0。4＝　　　　0●6　　　　0の8　　　　ユ。0

図2’
D5突極の影響を表わす9撞。の関係

1

β＝ユ．5

β＝ユ．4

β＝ユ．2

β＝o．99

β＝・o．8

β＝o．6

β＝o。4

β畿。．3

　9　、．．『

レン9



80

ユ．3考｝入れ条イキの血似解前（芝2）（2の

　　　　　　　　　　　　　　（30）；（3’）
2．2．，近ノ以、毛里論｛嫁る，算出

　　りんの際リリミット例クノしが満艮＿

　　　　す3剤争

突櫛蝸期醜臓の繍引入れ廊力の鉛の箪

囲セ，ハジタ〃嫡点しこの弼固のノぐラメづ

につ畷厳磨に物したが診砿宅、鵜値琳

するこてにする。

　9ま，あるβ，も、9D対する厳磨値・んが束め

弥配する．そのt慰こ1初ミツトサ4フル感，

あるく3膏独落出発い勉ユ灘木想弾点1・

っ〉＼るトラゼ’クトリ玄形β×こし帽て9る。並にそのよ）

な「あ3〈3形．葭，を出発したトラゼ’ク｝’りゐぐ，）欠の

妨形蜘・〉Ω■・帰貸…な，その同期機リミ

ット・サイ　クルは少≠よぐ辻秒レノ＼下に求める5㌧灸イ午之



満長＿し　鞘て、）二る。

界磁回数樵視し錫へ同期も貌象のイ鋪

面右赤星式こ志u．ユθ式より

　　　4⑫　　β一晩（トもぐ。6ユ8）／ナー2～1筑ユ8－5函6

　　　46　　　　　　　へr

眺うtこ示さ祁．ただし蝸伽場合は切り

である。　ぐ3勧憲、ではヌ5辺は（γbの不更砂である

ので、右辺の分母純8で雑ケする乙

　　　卿＝一驚G＋ユも51れユε）帳畏（1一ムωs2の点滴

　　　〆8　　　　　　　　　　dM
　　　　　　　　　　　　　　　π
　　　　　　　　一ユ｝Co5父8－co68
　　　　　　　※

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2・1曾）

玄得る。

丸）計えて・｝るくう形点、の白白てδ5ρ）虎

穴しば
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　　　　　　　　　　　　　　　　　（斜錘

　　　　　　　　　　　＿（雑ω父ε5＋c・5ε5）
　　　　　　　　　糸、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2・ユの

変形して

　　　　　　　ユ　　媛鋤＋細淑・5淘侵詳）砥

　　　　†袴。。sユ郵＋c・56ゴ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2．父り

立得る。

　ゆλtこρ乏り式り

　　　　　づ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

　　竃）之3形点三巴画する℃きのこフ薗む

　　　　（拶）継べる（1轡）隈勾
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ただし

　　　よ、二

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（父・父3）

客得る。

　』）〈ら形1＝は・）る足きの⇒配

｝司様夙て、燐樟するく3碗、（85枷ノ・刀こ

溺涯の⇒卿〉夙の誇味春る・

　　（劇＿’齢ゐ（．i≒06皇ざ5Lよ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2・2の

　　C）、三民　ミツけイク牌呼婁有イ齢

である。’

　　」）皐剣螺点のε座標迄＆跨額な“，＆にあ’

唄（ま，号5惚8・諭紬簿β立齪しし・G形

肪しを幽す3醐椥ミット脳クノしにお’9



てt志ノ　80に文快’する！V・のイ直へ徹志蛎装Olなるゆえ，

イ立相面右捧阿武’しき

　　　暢（釜）8諭＋ゐ（1一ム。・5父8・）（摩。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2・2の

となるみ’5

　　　　（劇8．8．＝一隆（1一る。・5ユ8・）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2．27♪

℃示さ才しる。

　e）樹脇櫨式よヲ得弥る秘6二・の値ノ

初わ3、（ノ．ユユ）式℃ぐ5雪気で’あ’し樋過

る1司期機リミ・ソ　トサイ　クノレ℃の3と．、颪一で｛ま

　　　　　〆／ゆ
　　　　　♂δ二〇　　　　　　　　　（2・2の

屯嘩：る・
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　　ユ）突極御こおけ竃イ雌論値の焔

齢縣将4彬動しイ境のくδ碗（8δ、・淫

原点に移動ら8三6－6詳麦換する．o≦8kユπ

の一雨で，ぐ5形点どお毘通過する｝司期機ヲミ

ットサイクノレ之

　　邸（6り啄、∫漂妥耕馬6’＋戻35派「多8’

　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　＋み5ぐ領皇8　　　　　（2．2？ク

《近イP人し、景イ今（a）～　（e、〉「乞上式tこ）＼れノ　6し，）

ユリ殉璽輌る．（2・2り武tこ（2．2リ

ヘノ
@（2．ユ。7．）のジ各・式㌧・包用ド・》る　と，　そオしそ才し）た式が軸

得5オしる

　　　　o

　　　　　　　　　　．んσ旧るCo52（∫の

　　　　　　　＝醐　　　2　　・　　十（人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2．3（り

曾5



　
↑ユ十殉3

すゴ
楓頓一　

鋤　
8
醗
8
託
d

　　　　　　　　＝一渥（1－6c・s285Lよ

　　　　　　　　　　　　　　2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2・3リ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2・32）

（魁。6塗。・亭久・（・585

　　　　　　　　＋÷a3ぐゆ5÷8♂必C・6父6・ノ

　　　　　　　　＝一逐（1－6ぐ・6乏8・）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2・δ3♪

ただし

　　　6。㌔δ。＋餌一68
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こ水うの躯解ぐこオにの謝多、数　ま

｛
二
畏G－6c・δ285）（・52＆ノ

久。二

　　　　　　（C・68・しこ・626の

医3二÷（2よ一鍔）

　　　　逐（1一ム（・528s）c・66ノ

＋γ｝

ユゲ
2

γ十

2（ρ・5285－c・66の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2・3の，

也得る。

　：ただし。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　ト渥（1一るC・5励ぞぐ・δ手

　　　　　一÷久3Cr遥6』ノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2・35つ
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かくして（2、ユ9）式のイ纏が定家るb’瓦こ凝

鮪（e）蝸・只解く．すなわち〆％のの曲

糸勲の女薫“こおウるこ漁⑭絶女樋門、小ドする

ようt魂蜂枕す認、・よってん蝦めるので

ある。

上側薄の鯉一チゼト姻2遜・紛．そ

の計箪糸課雛2乳嚇が図2。フに示す．図9

点、糸粟ギこ示し7釜の聖竃こ・う方タr該tミよi多毛の　で9ノブ蔓らく1

で1備審刺齪比較的よ・｝一孜執めして・・る。

書キ算置鬼度髪ま図ユ．1のフσΩグラム隻こヒヒしてワブミ芝窪＿、ノ

に逮9ガ

3）、『筒；層蔑のδL込み止イレ人釜里論式

円筒機（ム弓ユ・）の場献之門門・賄膜遍

過するりミットサィフノしの近ノレ煙ユ多醜でzしノ

（　2。ユユ）　ノ　　（2．2くト）　ノ　　（2．ユ　タ）　二1各一武1の　3場≒イチ

よリノ》人下1述べるよ）矧野晒イか下闇編噂

ぐこ乳ノび一で蓬ろ

　　　　　　　o



　すヵわ㌻、　＜ら形’こξ、で⇒∫¶し玄通過．するリミット

→アイクノレの近4吸は（2・ユ9⊃式ズ1’2項までてコ，

・≦6’≦2τつ叢囲で

　　　v（め二三、謡郵n、偏ノ（2・3の

　（2．3り式ポゾ

　（2．3’♪r診くしよヅ

　　臨隻2可二÷久之識一三（2・3の

　（2・3芝）式ぎジ

　　　ズ楡8’諏1＝2万暑　．（2・3刀

　（．2．37〕ノ（．2・38．）式よツ

　　　　瓦1亀ユよ
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隊
の

24ユノ

チ町（じ

＜
聯亀 （2・チδ2

・び得δ木る。C二1の℃き｝す戯ぎe就◎れの式tこ一

鶴るζi）図蝋筑）嘩こ殖も糺、郁。

　ユ）突極機㊨励告

　突フ極橡t＝あ㌦，ス・も，　す一でtこ求～わた厳座孔進鉦の：ブラ

フ鶴ネ見窯するこてよツ

　リ　βり宅ヅ）3一畢ズ値し憲浄によってギミま客、

　ユ）継・呪鴛矯険の賦ろ蝋憲ム大なる

ほ⑭旋領夙小である訪かわ吃｝禦多、β1・

対して義が大である．その燵の姦が大なる

様子（胡が一定ノ≡ま3匿β補るし蓉でちの二言

で．同じようし＝β屯固尼した7な3ば，多大／よるほ

でbの影響灯ある．

　3）すべてう場冶「βて徹しの関イ亥、は・鎚和・降怠示

す。
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℃・））こ込がわる・る。レ人よりこオ坐渉庭ンし

　D塀31れた数イ直実験錦巧づ♪o♪すかあろ円

鰍の忠直も）＼れる竜ノ首1に心〉げ勾『筒機の数

イ劇更験式　縄♂久77∫酔ズβ　（こ一頭するようにす

づ。

　皇）βの取り碍＆’最人イ翻雀19／こよフて定め3れる。幽

環ノト・蝉糸イ牡して、肋旧く鳶施轍一

喫1験式

　　　　　　　　　　　　　’　　（皇・卒の

玄書写し殊。

図2。7に鎖線で矛・し汽の1紘式1こよ翫

ま瓦勲．3眠2．甥巨富3麹出馬知

計轍課好し隔る，
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デニタe，b，β，免△各
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あ・よ伊α今の謬や葛、

♂しト（8つの◎ご轍δ螺。の勲謬亦と，

のi十七の8座回書楮，

そのと副将講．

　　ゐ；魚。

　　　　〉

≦
　　％囹；1D￥

　　　　〉

く

嚇勲 湊仰角。込み

≦

酬；旧
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。　＝角z

END　“
9

図紘6　近似リミぞトサイクノセ（2．29！式より近似理論値を求める

　　　　だめのフローチャート
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表2．2（α） わ，g，βに対する泌の値（2．3ユの

方法による近似理論値）

9・＝一℃

β　　　　　b ○ 0．25 0．5

○．i 0，079

0．2 0，158

○．3 Q，239

0．4 O，324

G．5 0，412

○．6 0，507

O．7 0，612

○．8 0，733

○．9 ○β88

i．0 1，253
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表2．2 （b）　b，g，βに対する椀の値（2．3．ユの

　　　方法による近似理論値）

9＝0．2δ

》

β　　　　　わ
○　・ 0．25 ○．5

O．1 0，088 0，089 0，089

O．2 0，176 0ユ80 ○，183

0．3 0，265 0，273 ○，282

0．4 0，354 0，369 0，385

0．5 0，445 0，466 0，492

O．6 0，539 O，566 O，601

0．7 0ボ640 0，66g 0，714

0．8 0，751 0，779 0，829

o．9 0，881 0，899 ○，942

LO 1，048 1，005 0，956

1．09

．
P
＞
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表2．2 （c）　わ，g，βに対する紡の値（2。3．ユの

　　　方法による近似理論値）

9＝0。5

β　　　　　わ 0 0．25 ○．5

○．1 ○，098 ○，100 0ほ侃

0．2 0，188 ○ユ93 0，198

Q．3 0，275 ○，285 O，296

○．4 0，362 ○，377 0，395

O．5 ○，449 ○。4691・ 0，495

0．6 ○，538 0，563 0，594

0．7 ○伽629 0，657 ○，693

0．8 0，725 0，752 0，789

099 ○，827 0，849 0β75

1．O 0，938 0，940 0，931

1ユ 1，057 0，981 ○，876

1．2 ○，978

1．29
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表2．2 （d）「一b，g，βに対する勧の値（2．5．ユの

　　　方法による近似理論値）

9竃0．ワ5

β　　　　　b ○ 0．25 0．5

0．1 O，093 ○，095
　辱O，096

0．2 ○，181 0，186 0，191

○．3 ○，267 0，275 0，285

○．4 0，351 0，364 O，379

0．5 0，434 0，452 O，473

0．6 0，517 0，539 0，565

O．7 ○，602 0，626 0，655

0．8 ○，687 0，712 0，740

0．9 ○，776 0，797 0，818

LO ○，867 σ●878 0，882

ユ．工 0，g62 0，949 O，916

1．2 ユ，056 0．98携4 0，883
鵬

1．3 1，121 0，879 0，696
「

L4 0、4ノレ1

L5
，

3



澤oo

ま受．2．3　（α） b，g，βに対する勧の直（数値実験

式（2．49）式による値）

9＝0

　　　　　　b
ﾀ o 0．25 ○．5

0．1 0，078 0，077 0，076

0．2 ○，156 0，154 0，152

○．3　　　し ○，236 0，233 0，230

0．4 0，319 0，315 0，311

0．5 ○，406 0，401 0，395

○．6 0，499 0，492 0，486

0．7 0，601 0，593 ○，585

0．8 0，719 0，709 0，700

，　O．9 0，868 0，857 0，845

1．0 1，217 1，202 1，186
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表2．3（b） b，g，βに対する泌の値（数値実験

式（2．49）式による値）

9＝＝0．25

ノ

β　　　　　b 0 0，．25 0．5

0．1 0，086 0，085 0，084

0．2 0，172 0ユ71 ○，169

0．3 0，260 0，258 0，257

o．み 0，350 0，349 0傷348

0．5 ○，444 0，443 0，ん43

O．6 0，543 O，543 0，544

0．7 0，648 0，651 年　0。655

○．8 0，765 0，771 0，777

0．9 0，898 0，909 0，920

1．0 1，066 1，083
、1，099

1．1 1，365 1，392 1，419

♂



玉G2

表2．3（c）＿わ，g，βに対ずる椀の値（数値実験

　　　　　　　　式（2．49）式による値）

9＝＝0．5

β　　　　　b ○ 0．25 0．5

0．1 0，086 0，085 ○，085

0．2 0，172 0，171 0，171

0．3 0，260 0，259 0，259

0．4 0，349 0，350 0，350

○．5 0。μ0 0．μ3 　　　気アO。μ6

0．6 0，535 0，541 0，547

0．7 0，634 0，644 0，655

0β ○，738 0，755 0，772

0．9 ○，851 0，876 0，901

1．0 O，976 1，Oll 1，045

1．1 1，120 1ユ67 1，215

1．2 1，301 1，365 1，429

1．3 1，620 1，713 L805
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表2．3（眠） b，g，βに対する泌の値（数値実験

一式（2．49）式による値）

9＝0．7δ

β　　　　　b ○ ○．25 0．5

0．1 0，083 ○，082 0，082

0．2 0，166 ○，165 0，165

0．3 O，250 O，250 O，251

0．4 0，335 0，337 0，339

0．5 O，421 0，426 0，432

0．6 0，509 0，519 O，529

0．7 0，600 0，616 0，631

○．8 O，694 0，718 ○，741

σ．9 0，793 0，826 0，859

ユ．o 0，897 0，94ユ 0，986

1ユ 1，008 1，067 1，127

1．2 1，129 1，206 1，283

1．3 1，266 1，365 1，463

L4 1，429 ユ，554 1，680

1．5 1，648 1，810 1，972
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2．存　・7いヨり動謡で同期ノしす3臣禽．界条斜角

　　　求め嫁験オその結黒、之対初心吉

　　2．与．1　実縣置

　糸訴泉図1差図ユ、8tこ示す。　こζでイ茨言式電重ヵ機1憲．

ノ5馬（KVA），ユ2，δ（V）ノ3味存（A））47極ノ60

（月2♪の宴”庵縄三相突極形同期電働機剖鮒

し漁旅してイ獄禽潮帯織し声直痴蜷気

動力計ち用・）声。また，すべりの測定」司雀、楳試

槻値結したタコジェ卸7タ1ヰヅ，内記嵯

角のチエツハて1調以梶式機1三糸凱た醐電

動機tヰリおのおの洌定し六。

　　2．今．皇　イ芙試電動ネ象の定毅

献㌧表2．守1・お’・只

1四D2の働、．イ掘駒秘隠撤し⑰電

気重励凱すべソの測史哺・・たタコ汽摂一



1藁驚

AC5φ電源

．DC電源

D／凹

エ）C電源

図2．8結線図



！／3

表2．4　供試電動機の定数

定格出力

定格線間電圧

定格電流

極　　数

定格周波数

鋸
’
鋸
．
倣
η
，
鞠

曜
独ち

聯
（｝Dλ

　ユ5（KVA）

220（V）

39．4（A）

　60（Hz）

5194（Ω）

G．80⑨

O．45Q）

ユ．96＠）

ユ．96⑲）

（P．u．二L潟2）

（D．u．。o．248）

（：P．u．0．ユ4，0）

（1）．ししO．609）

（p．u．．0．609）

ユー69　（Ω）　　（p．u，．0．525）

ユ｛3．6　（斑sθc）

ユ2．S（孤8θC）

2。32　（k9一〕［nZう

O．8
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タ，相差触慷肋醐電勧橡の総知の値である。

ユ）らの窮織は

　フ）　電壷燐後電，キ漿モヂ回路の拉林も無銀する。

　イ）界ゐ戴回路り抵抗宅無ズ覧する。

　，ウ♪　すべ’）は小である　とづ医i一する。

　エ）諭射蜘して咄加、碑好匝線のみ、こよ

　　　ゾて亙ずる

　　　　　　　　　　　　　　　　　くさう
と・り十項目もイ浜良：すオしば，D儀hl　の穴1しょソ

日網嫌導橡脈り鋤臼D浦

　　　鬼函ギ坤｛鴇…階位∫1諮

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（皇．8・♪

のよう〔こ表わされる。

　ここで

　　V’：イ一郭機の昨加練悶電圧（V〕

　　∫1すべフ



　　xε庵機勃外回アフタンス

　　ニ℃、桑＝〔董奪塗由過シ童＿つアクタンヌ＼

　　鵡欝伽麗測アクタンス

　　つ乙4：r横奪i由麺痕ソアクタンス

　　叉憐横蜘索話過漁リアクタンス

　　暇か直軸闘路ネ刀期疇定数

　　毎回εホ黄軸索路ネ刀期時定一数

　　61内門門差角

　　子皇同期隅〉皮数

　いま♪（2、ケの式’｛こお、，て

　　　減驚1難謬丁ゐ

　　　　　　『（写一ズ〆）　“

　　　B瓢αd翠メ丁艶

足おけば’@C2．80）式は
　　　　；

　　　陪ド》書響（ハす6♪（卜

（の

（∫し）

（の

（ユ）

（幻

（s）

　（の

　（臓民ク

（月り

（2・512

（2・52，

薫15

叢ぎ（・5ユの

　（2，83）
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℃怠る。したがフて脈動イ衆数bは

　　　』電審壽　　’　　（2・鋤

で謡わざれる。AぢよがBは秩試電動機の定数b

より尋湿すうことがで電る。ノト喫馬力1㌻お・1■はノ

りし¢二。てして成鱗幽した。

ユ．今。3嶺導機イ棉1・墓つく三重ヵト・しフり検

　　　　討（3り

ζ～こ関孫すろ丈こう9諺導橡存弔｛こつりて実験：吋

幽べ駄φ、看励塩瀬、励磁の雀・康あ’け3す

ベヲ℃機榔二三の関・磁糺電機祥Pカ・電βv’、

赤駒力二言鉦㌦界磁そづ入物杭駒3伺・

値・色麦九ノ・、う・・うが場今じ対して藻｛じ定した、た

だし・すべツぱノ突極惟り穴φ脈動するが乎杓り

づベリ宮フ．Gツ｝・し殊．この曳駒跨県宅図ユ．フに
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示す。

　（2．9）図力らズすべりがノ｝・さ・）光きり診導・機

イ糊は励編の有脚気かかわ3ずし烈ん埴縁随

縁つ認がわかる．そ労え、制釧匁数版1鶴）

西乙迄女ゆれぽ求：めることかごできる。フなあ’｝司図1こ’あ＼，

亀すべりが1騰t藩さ・吐き1・1お毅促勲慧く

か｝が、そ加凝の樋域の近辺ゐ’3午・鵡及／乍

斜・しクでノ昏〉・の鷲1語作用トノレノ嫡期

肥トノリ買㌧蓮勉’1渦卿ヒ冠しま）た壌

、験値二塁＄才しにくかつ干ため“で’ある。

　さ　31こ凶か3わかる必rお’，’　こ）函ムの大亀芝は
　　　　　　　　　　　　　ノ
　i　）　Vノの訊察tミi憲は“ヒしイ多皇｝する。

　ユ）　弓9逆ジ数1こほほ騰ヒイ多回する。

　の母蠣軸欄孫しな・）。

である．

　P、2）嚇下下常り鑛機峻く剛イ鮪
吃矛すこ℃竃逢．味する。

　3）の結果」δ3励編投）～一点三牲入4灸Y，で｝教の埴：
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：Pし（K：W）

ノ

V＝■00（▽）

耳篇ユ00（島）

O無励磁（窮をとうして短絡）

。有励磁倒f＝ユ00（V））

X肩励磁（Ef叢74（V））

置

。

雰9

o

糠
●

o

憐　o

　　Φ　　⑪

σ

◎

o

o

S（％）

o

3。0

2．5

2．0

ユ．δ

■．O

0．5

6 δ 4 5 2 ユ 0

図2．9 （α）　V！，E｛，為をパラメーターとしだ誘導機作用
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ノ

Vニ＝ユ30　ぐ～7）

弊＝ユ00⑩）

0無励磁（為をとうして短絡）

・有励磁（Ef＝ユ00（V））

x有励磁（Ef＝74（V））

瓦（K：W）

魯

■

■

嚇　●◎

　　σ
サ

十　　〇

　　≠⑲
　　　事Oo

　　　＋ξ・

　　　　　“　、

o

0

s（％）

4。0

3。δ

｛3．0

3、．5

2．0

■．5

ユ．0

0．5

6 δ 4 3 2 0

　　　　　　　　　ノ
図2・9（b）　V・E稿Rをパラメーターとした誘導磯作用
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耳（KW）

ノ

V＝コユ30（V）

瀞ユ35．ユ（◎）

　（iナ＝0。ワ4）

0無励磁（耳をとうして短絡）

・有励磁③fニユ00（V））

o　　⑤

⑬　⑨o

㌣
0

ε

θ

⑤

⑤

0　　0

o

o

o
o

⑥

s（％）

3。0

3。5

9．0

ユ。5

二LO

0．5

　　　　　　　6　　　　　5　　　　を　　　　3　　　　2　　　　ユ

　　　　　　　　ノ図9．9（e）　V，聾，跡をパラメーターとしだ誘導機作用

0
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政（K勅

ノ

V＝1δ0　（V）

耳瓢ユ00（▽）

0無励磁（為をとうして短絡）

・有励磁（猛f瓢■00（V））

x有励磁（厳潔ワ4（V））

ゆ
O

o率

o

o
＼
≠ “

ぜ
N
，
．

O

Φ

s（％）

3．0

2。5

2．0

■．5

二L。0

0。δ

　　　　　　　6　　　　　δ　　　　4　　　　3　　　　2　　　　ユ

　　　　　　　　ノ図露．9（d）　V，Eや，　r“をパラメーターとした誘導機作用

0



鴛3

　　　2．与み実験わ去およ・ゾその糸寺果

　梶徽丹砂短隔て誘導橡してイ境殖

符頓わせて蓮藁させ、醐蓮度イ蛇しこかっ叙

き励弓庭加えて同期⇒～るか否か悩まず調べ・る。

同！蜘こ入弥・暢創瞭拘竃減少させて｝司期κす

るまで’実．験玄くりゐ’えし、〕司：覇に入っ禿ア聚その負

矯兎イ叛／い、亥イヒさせ：て臨界の負荷玄定める。その

路の誘導搬即しての速度呼勾、すなわ洗す

べりの平均竃タつ海タレーソーよ万婁1附する。

測定。植℃・各イ匁数℃の閥イ象竃〉九にかかげ’る。

億こ講5職4。77×藷（κw細



鴛4

　　　＆二鴇’メ／ゲ3（kWク

　　㍗入・26×・・3／5縄τX／・“3（KW）

　ここで

　　酬圃期速度℃鱒遜嵐の差・＜甲伽）

　　てP電気鋤碕のトノしクりぎ勅（k多二切

ゆえに正夫見イヒさ：オしたパラメ・一夕之｝更『聚の測劇直妾

の略係は

　　　二黒＝・・弼×差

　　　β讐幾ごス27心癖

ただし，E・c憲公赫誘導貌閥起電力である。



公験値の測知こあたフて馬含鶉α5・よ喚郁

関孫があるゆえ，ε悦v秘9比をイ近しこ設賦する

こ℃ができる．vル眺三一．定t・した蕊v’およ

・ジピ砲這えるこ℃ド歯ジノイ至もの浄じ減して秩試

機の寄す鐸乞囲内でβ宅変λるこ乳ができる。そこ

で，多篇α5ノ号畝75’のユ点で蓋負荷比に対’する

醐引入承の実革蛎が・㌧ラ艮1｝賦課宅正三山し

てディジタ婦傍機による巌繍直℃逃較し締課

迄づ表2．5㌧およ・ザ図2。ノσに示・す。

η5

2．卒．51実．験結果し＝対す3検討

油鼠結熟詠ざれるご双〆更験イ直1笥べて厳

癌～イ直　よ　　リ　フくプよ　るイ直，　す　1なオっ3　宰タ三二L註し二　あ：5　オっ糸ノ

てUる。｝翫、よ莫：身亀に際し’（同期1こ入フたづ盃が

の判定1埆ノ・回で点れ劫入らね・毘し綜め．

厳癩値で似定した鰍艮回で）＼双・、）二言ジ厳

し、、条イ牛｝である、乙・）う　こマレとノ　、）・ま一つ1・よノ　二才苛
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して・｝る℃蓬測定したものであるがノ実際）司’期に

）・～るためには供試電勧橡の速度は，）司・期ノし現象中

回したければな5淋・・．そのことは言固帯紬合さ

れ埴簸1麹崎の鍛の上馳無する．す
カ：わぢ彪）・，・｝づえればβが穐大一する・

　號がフ㍉卿魏）諏た後も振動を繰返し■

い倹しば，隠・む人で艮かけりβは変5な・、りである

が，痢述，し：た遠里由、＝ぎり同期lt）＼ろ）zす3とβ

が糟二丸．するので，実鰹tま喫駿値にかカ’、デ■あるβ

切大き・・こ双辱幽であ・るためである・面上の

こて酵庭する託実験・嘉応ぼ厳審値給孜して

当回診血潮⇔ると考え3飢ろ。

　図2，1レに麟）尋で同期／恕するオシログラムの一

イ列宮1示・し／三。
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表2，．5（α）　笑験結果

9＝0。5

　　　　　　　　ん。
ﾀ 実験値 厳密値

0，102 0，llO ○，098

0，206 0，211 0，194

0，271 0，266 0，253

0，355 0，366 0，330

0，436 0，442 0，405

0，500 ○，5Q7 0，465

0，576 0，589 0，539
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表2．5　（b）　実験結果

9ゴ0．ツ5
炉

β　　　ん・ 　團

ﾀ験値：
　　「
ｵ密値

O，136 ○，154 O，138

○，268 0，264 0，361

0．27：～ 0，281 0，265

0，391 0，410 0，373

0，429 0，445 0，408

0，494 0，509 0，468

0，596 0，610 0，565
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　　β
O．6

0。5

0。4

0．5

0。2

0．ユ

0

9諏0．5

一一 ｵ密値

。　実験直

⑤

●

●

●

●

●

　0　　　0ユ

　　の図2．ユ0（α）
　　母

0．2　　　0。3　　　0．4

厳密値と実験値の比鞍

0．5 0。6 0。「ソ

彦o
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β
o．「7

0．6

0．5

o。4

0．3

0．2

0．ユ

一〇、

9＝0．75

一厳密値
　・　実験値

●

●

●

●

●

●

0 0．ユ 0．2 0．3 o．4 0．5 0．6 0．7

ん。

図2。■0　（わ）　厳密値と実験値の比較
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騨墾『．亙：：llト圃；

ゴ　　1　1糧弥！1扇

　レン励磁投入

　　　　　三f

一…1・隠轡：・π▽週1∴∴∴腿駕

蹴燦論畷：繍、饗ト、け聯、，差

　　　　　　　β躍α27ち表。扁6266，11：1窄1嚢鎚建流

　　　　　　　　　　冒「幽

図2．ユユ　同期化時のオシログラム例　（励磁投入前，乞＝50A．　S＝0．02露）



鴛黛

　いま憲での鯖砧で感，界碗の時定感心も万才見する

揚創太一境のネ三期値で励磁瞭天映後に郁銚

動揺吃繰り返し煮がう・、っ想叡1司晶晶・磁力す3

剤牛ドっ・，て¢夕味…・してき声の’で，冥ヌソ碍るノ励ノ磁検

入蒔の抑期植がゾしじ存寂すろゐ’℃・⇒こ覇誘

画する・碑ガ≠よ愉し三指勧回季犀制限鵬

・、℃・｝）こ叉で，，励磁の時間盛れも≠心え見してさし

つかえ，なかつ殊。しがし，蒔1記敷沌秀坐した曜の

醐引N和・つ・，て炉熱創，緬ヵ謙投）舷

相角訂墓ザ畢粟励磁投〉・位相角、こつ9て吟味する

参3ば，耳外り碍㌃初：期イ直り存霧樋域宅確潔ししたソ1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
三三揺、菊数吃孝慮。に〉亦て検討℃ねギ1な5ね・、。

そ紳礼まずブンノ磯線聴って｝樹電重磯



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　賓33

備導麟徽劒権して…礁の，す勧古万磁

八広の泌蝕の9て6罵がこ㌧〉飾勧揺回数

の畿兇碇議づし捜し■、その基震の封・たって

髄励酬粥才鉱堺碗時匙数り影響し・っ畷論

じ「5。

訓励磁投入前の誘導電重力機

　　割織の動揺（臭6）

　励二滋投）忌輸の夙期・｛予想秀織の重力添方極式、は，同期

入ト・しクが誇乖しか晦3，Gユ）式1・布’・収

sM8頭吃鉾い／…

　　　饗。侵（1略（・sユ8）嘉＋2伽ユ8

　　　　　＝β　　　　　　（3．D

で’永わさイしる。
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　　3、｝．1　疹ミ亦亟オ饗糺　のナ易一奄一

　（　3．　1）　iベギ＝お、》一て　♪　6ノ乙25　　受＝おき）　、｛もミZL玄

3でわる乙

　　掻払＋義（琴C贈「釜ノ＋5而’

　　　　　　　β

　　　　　＝7　　　　　　（3・2）

℃参る、

　　γノニ〉噂τ∫捲諺，βも÷

乳宣）’き、（3．・2）　式玄二書・き直すと

　　　護集≒i多＋兆（／一ム。・66つ一ま養ぎジ＋∫；7、（ダこβノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3．3⊃

玄得る、

　この戎し衿れ剃おブスき緋線形粥編方

づ程式辻イ全ぐ同様点耳刈扱・、．がで回る。すノ3わ3，



　　β乏ノね5ば

　桝肝面し靖異鮎誌在せず、仕尭嚇刀期イ勘

鵬発したトラぜクトリ、嫁べてあ割，㍉け

イフルじ収穿・する。

　　βノく　’　7rよ　5　｛・さご

　イ土相平郵漸異玄、が存在し、仏庭の初期値よヲ
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壱ノ乞さネー，5＝冗よソ出発したトラぜクトリ臣畢も

上側匂匂、δ三編し蓉ゾ下イ墨田1≧あらわれ、8＝2可

よリ出溢したトラζ’クトりが畢売下側、しあ3．ウ

えし㍉励漉く投〉㌧角臓8識・πク5翠、晃で8蟹2πが畢適，で

あ多。

　しメ乙」がフて　　0≦6≦2π　のイ鑛域・では8ユ0之6＝ユπ

　　　　　　ノ

酸く｝二二鱒礼8二・が鼠適励磁襖雛
ネ見角ノ　6＝天　が最．鄭φ鱗歎投フ＼イ立網角で’ある。

　・畢適，イ立相角で1励磁芭三つ㌧す小一ばブるく蝿。であフ

鷲、よリ鉾・働揺回赦個飾しする機今が畢

も多・，。
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　ユ）円筒機の場合

誘導橡リミット脳ク鵬（3・1り鮎リ

　　　　！v＝÷　　　　　（3．’り

でをえ5れる．聯搬〉＼九四滝獅工場・繍，

この誘導機ワ㍉トサィフノレ上三四直拙発し

卦ラぜクト帰、界磁時時娩繍更する℃

　　　　竺鍵†志摩＋sご餓8二β　　（3・1の

酬立相面赫蹴、誌リ沃まる｝舩汽機リミツトサイ

クノい取東する。ω．／7夙’パ％8＝・の孕九蹴

　　　　　　　　β一伽8
　　　　　へr筏　　　　　　　　泥　　　　　　　（3ノの

勝え弥る．図3刻・（3、の式の誘鄭劾ミ

（3、18）式砺う磁投〉㌧後の〆（％8瓢・の車励の例も

示し困。
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窯ざジ，5芦。が畢適励ノ磁栓＞＞位．相角，8・πノが最

勇訪婦裁投入絃相角であ多こし1がわかる。

すね材、この議論し腔柱搬二四り・浦ん

迄悶わず・軟」乞する。
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3β．2書す辮痴話の一例

　　8＝oガ景適緯胡角ノ67てが畢晃イ立相角であ3こ

　雌赤す禾め、も、多、β竃一定℃しβを・6り

賀麦え一回忌力揺で醐ノ防5場合、の・，て

　トラセ：’クトリ宅求’め六リカぐ，図3・3ノ図3・仔’でち

る．図3，3では8・oよソ出発したトラぜクトソ

が1回の動揺㌔で｝司：期オしするこ乳之満異しして・、るが1

杷のすべ■のトラぜクトリは｝回の重ヵ揺で風期ん

。しか》．これさソ8二〇が畢翻晒であ3こと

があ握・繁、図3・4は6二πり出・発したト

ラぜ外リが5。津舷兎す林）、・、琶んだ翻しの

凝しの宅きのトラぜクトリの〃1である。図、埴）＼，て
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
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すべてのトラゼクトリがナ回で胆記して虜・リノ

6鴇了τが畢粟写立相角であるこてノがわく）る

　　　　　　　　　　　　　　　　　o

舘界磁時定数酵令する貸の
　　同期卜し現象」こ題す海際（33）

突極形同期電勧搬の界磁崎定激酵慮し嗣期

ノし現象を，三生eγt軌は動捗的じ派式のよ）ド表

　　　　　（3）
わして・）る
　　　　　o

　　饗侵σ一ムぐ・s28）慕＋｝s漁ユ6

　　　　＋（∫｝気（9（1－e禰疏鶉え）＝β

　妥ゲノンオートノでヌである℃匙tこはイ立相面に

よる詳細ね惣聚はかがヲ魍煽てある。しかしよ式

のよ）プ戚洋糸もな時間産ホ．の場合配tほ，乃玄相面解紡

蝋恥してチヒ性的に風期孔多曳象の誠・明がで冬る℃

惨え3木る。’

すで1＝五べ未ようし・励磁投〉一霜寺の8，・寸志刀期



値は，（3．ρ）式の鹸導機リミットサイクル上の各

項、であ既かつ剃碍る8ゆ。≦8≦2ηzしてよ

、）。

　曳）ま0≦8≦7℃の・頒域で励声観投〉・・一した／よ3ば、励

3嵐物㌧4隻8が伺婁豪域じ輻って・、るまでの闘は

（1一丸畝惣）∫派5≧0なるゆ．九，誘導搬｝）ミットす

イクノしノの下イi黙1こあ：5身フ才し出二二ぐ：iレ曽木し⑨専云子1なヵ9

速，さ本る：が，時胃櫨ジ栖の：ため同闇期ノしカニねぐ牛・分に也

ノな・，ため時タし敷・三無瀬しvた場老一にししべてあま．り速

庫一は上記し掛㌦し慌）物鋤或π≦8銘天に達し

たな5tぎ，　〈竹♂が非常に小なる℃きも除1丁、ぎノ

め1こ夙期7し｛＝は寒・レ条写午と、なる。

　6がて《8≦2ての崖碩域て乃力系藪投み一し7宅1なう1ぎノ

トラゼフトソは（卜♂暇）鋼δ≦・捻心え，

諺導機り㍉トサイフフレの上榔・あ3わ獅が，

噺題．れりためあ制速度鳴鱒せずも、さ5｛・次

の領域2咤8≦3πで牽激、・速皮が心す5認が

焉・1
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わかる。

　レ怯り考愛ちよが時定数屯無視したZきの畢晃

’拉相角ガ7rである℃い）こと宅秀慮する℃ノ言託

がヒ厳的大物る捷の畢刻鵬角仰三＆πに

擁し、．δっ面樋に擁する℃労え外ち
レ訳上一σ）こえ玄示す3玄相面区1’を、図3．5曳こ牙・した。

　一方、　触♂が非常に小たうてきノすなわも時

駕数・が蒔常1こ．人き之なるてノ時悶豊肌が宕易じ解

》恥れか切で同期泌力が成長す胸、・⇒沸に三

二がかの、o≦狂伽さツ出記したトラゼクト

り由双ん砺力臓投入箱の収斥トラぜクトグ｛・遷

っ　マ　5コ2．て　まて鳩く　る。　，次の　2了三8≦．37τのか～速・ぐ負域’

でば励ろ三孝窒♪＼4隻，本ウ多くの時三宅経過したトラ

ぜクト，？肋穿脚セ逸さ肛同期ノ℃しゃす・，。そ

オ’しに夕すして∫＝2．πノキ近｛こノ励磁『漆入さ：オした　トラゼク

トリはあまソ加遠，セ牙し，な・」の■・同期ノしし，がた・｝。

しか℃縁勧の回数之．｝回℃制限さ叡笑93て、

8二2τイ勉のトラぜクいハ耕，常1・入ソt・い・。
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　レ入上の纏昌惣が小なるしこ様って、軸杖

納は。（γa以）皆野っ一痕5＜σ／よ5憂電機領域

四隣多4〒h・浸こ硲推之■“さる。

　この様子姻3．6図卸1詠したこの姻

はパうメータの値が撫つ・》マ遠⊃初であ5。

　ざδ1・，野饗で述：べ声ようド界磁下剃数宅棄規

　　　　　　　　ひしノミ1乙きξこ「まノ畢通イ賢才・｝ヨ角8；0ノ『5出環〉し7ヒトラ

ぜクトリは電動機・領域で十ゲが逐され同期干しぐ

す・’斗だ態てプよる．一右、景窪イ立フ樟角8こ万・ケ5のト

ラゼ’クトリ1よ逆1こ十ノ分」藏遠，董才し39このプミ衣）ノ最

適位相自かうのトラぜクトリ℃羅思立率踊からの

トラぜク　ト　ジ乳で’｛ま粗当ゆ同期ノκ，に難易がある。

　しか㍉上述．の翻貼フ時定数が犬解くな呂1・

三って戸励廊投））位湘角8の蓮！9ドよる同期ノしり

難易の差が少しずつ目立たノな之たワてくるこてが

推良さズ～る。

　蘇，E〆ぎ¢r七鰍僧職9て乃磁桝～履晴間

てが髄すりﾘ砺轟の時間隣れヵ稀縦梶の℃
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）苛期31込毎条務R与え3界多巌好冠し数の二三が・トさ

之なる。したが2て戸勧揺回数黛制限もカ・九なり

｛勧影乾｝司期31込馬繋ね志界磁時定糸蔵熱雲し

た場・合のぞオし℃／全く一毅する。

i60

3．5・F回の勧雑で同期オし’する・条イ午の

　　数儲尋（33）

第璋｛・ぢ9ては，癬臨蜘揺で醐ノしする

る、魅パラメ一溜するβ対勧蘭イ躯求嫌

が，二の笥・で髪ま，1回の動揺で同期ノしするム．2

起パラメータ℃す3β対庭q　の関イ象乞求めるのが

胸で、計馳脈弗果齢し傭る。

　　3．釦界磁時定数礁組ぢ墜の蜘直縛

畢兎及相師猟であ書G9で志し8可の
出癸したトラゼ覧フトソカぐi回の重力揺で悔丈1束●すオしぼ；
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■⊃、動・でやしj末する。　したがフマ。‘δ：ζ2て　のイ止ヲ包

の初期値より出癸したトラぜクトリめぐノすべてノ

回で机象する臨界の£すなわ3幽屯ボめる1・は，

6，別β翻定U境，誤曜ぶ．その睦の
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｝・ラぜクトリ宅出癸トさ：¢3。そつ｝・ラぜクトジ之ブ

回臓雌で弓嫁赫ぱ齪叔少し、擁嫌しなサ

オしt嬬力帆再嫉慮博叡リ返す．このく炬しオ
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図3．8　ユ回の動揺で入る椀ノを求めるフローチャート
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表3．■（α）　わ，g，β，　Aに対する勧の値（理論値）

9＝0，わ＝0

β　　　　A
○○

1 0．5

○。：L ○．12 0．10 0．IO

0？2 0．20 O．18． 0．18

0．3 ○．23 0．26 ○．26

○．4 0．36・ 0．34 0．35

0．5 0．44 0．43 0．47

0．6 053 ○．51 ○．59

○．7 0．63 ○．61 ○．75　，

0．8 O．74 0．73 0．93　昏

0．9 0．88 0．91 LI9

○．99 1．10
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表、ユ（・）わ，9，β・Aに対す肋のイ直（理論値）

9＝瓢O．259　『b＝罵O・5

β ◇Q 1 0．5

0ユ ○．13 0．11 0．l1

0．2 0．22 0．20 o．19

0．3 0．30 0．28 0．28

0．4 0．39 0．37 0．38

○．5 0←47 0．45 0．50

0．6 ○．5ら ○．55． ○．64

O．7 0．66 0．65 0．80

0．8 0．78 0．78 0．99

Q．9 0．92 ○．96 1．23

1．0 1．10 1．21 1．59

LO9 L45

ヒ
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表5．ユ（c）

g＝罵0．5，わ＝0．δ

わ，g，囁 ﾀ，　Aに対する勧の値（理論値）

β　　　　　A OQ 1 0．5

0．ユ 0．工5 0．13 O．12

0．2 0．24、 0．22 O．21

0．3 0．33 0．30 0．30

0．4 0．41 0．39 0．39

O．5 O．5G ・　　o．48 0．51

0．6 0．59 0．57 0．64

○．・7 0．68 0．67 0．78

0．8 0．79 0．77 0．95

10．9 ○，90’ 0．92 1．14

1．0 1．03 1．10 1．36

1．1 1．20 1．32 1．65

1．2 ］．。43 1．62 2．06

骨

1．29 1β5 2．19

’
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表5．ユ（d）　わ，g，β，　Aに対する勧の値（理論値）．

g＝g．75，　b＝罵0．5

　　　　　　Aﾀ 駒 1 ○．5

0・1　， 必　0．16 0。］L4 0．120rO．13

0．2 Q．25 0．23 0．2：L

0．3 0．34 ○．31 0．30

0．4 0．42 0．39 0．39

0．5 0．50 0．48 0．49

0．6 O．59 0．56 0．61

○．7 0．67 0．65 ○．74

0．8 0．77 ○．75 0．88

0．9 ○．87 0．87 1．03

1．0 0．98 1．01 ：L。20

1．1 1．10 1．17 ユ．40

1．2 1．24 1．35 1．63

1．3 1．41 1．58 1．92

㍉4 1．64 1．87 2．32

祠

1．5 2．05 2．40
’

必誘導磯収束トラゼクトリ消失
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図3．9

o

〈¢）　ユ回の動揺後で同期引入れに成功する勧とβの関係
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ユ回の動揺の場合
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図5．9噸 i’b，）　ユ回の動揺後で同期引入れに成功する彦・’とβの関係
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円筒杉における時定数の影響を考慮した

βと勧の関係
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図3．ユ0 （b）　三極形に訟ける時定数の影響を考慮した

　　　βと勧の関係
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突極形における峙…定数の影響を考慮し準βとんのの関係
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　　3，6界磁時定数酵庖する貸の，・旬り動揺で

　　．　1司期札す3臨界条狩立菜めろ曳験
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　　　二二界磁巻線抵拡（几）

　　　R：界多蔽冗う）＼抵：杭（∫の

宅ぢ水ば

　　（Rナ†｝之）丁’》ピ＝＝ン｝Trρ～・＝ニノL　7　（月）
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（3、2の

／よる・実離式が実験鶏黒とワ碍’うれた．こ＝1・ノ芙拭

突極胴堀電勧機の良数劾～）凡する認1・り
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警・α5・5著
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　したがって、；初め斧℃ハを定，めこれ宅固1定レする。
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用したレ人外の書乙号之レ〈下に示す。

　　秘　：砲潮犬態じ卸掃界磁電流

　　琢凶　　：）界磁るア加電1五

　　蹴　　：界磁麹抗

　　偏　：界磁電流の瞬蒔値

　　㌦、～各：ゆ穐機廼～犀の嚇イ直

　　諏、侮：〆、釜卵電機子電流の瞬崎値
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　　　　　　インダクタ〉・ス
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　　畷チ4　1直牽由電二子・界磁聞のネ巳互
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　　囑晦1〆、審軸電磯子干支二階

　　望チ民3：界z魏蛍女ン磁鼠

　　職ノ　　ご（る軸短絡過渡勇ラ瞭
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　　　ヘノ笈二E二ω層吋〆エチ4　　　　　　　　，（4．62

　プセだ’し，　1三：実」麦カイ直

で手え3オしる。
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軸しだその結果制鱗伽・よ誠分ノ匂・’・瞠

遡久1が尤櫓，電機古巻線じよる成・分L沖諏，乙炉％

および恥一路の影響し・と・欲命馬試戸躯9糸項

焔頑｝嬢．一ち郷翻路9影靴・ゆ叡点・に



／

　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　τ96

特に湖い孝察立すすめ・1・）るたφ，この

’三好〃ゆ・存“しの項だウも　（4．ノ）　ノ　（4・．2L）　式tこ・査．右

してけた場創ヒつ・・働二巴賦鱒出『弼毘

も試みる。

　すカ：わち，　カ1久ナ〆戸・～チ薮吃三三するこて、こ㌻リ，

（タ・り、（弘2）式り

　　　1vお塑船庫陶〆P琳

　　　　％畷ム泌＋／隔ノ砂
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　結黒Uて，・陥岬取の多戴赫寵し鍾力揺る

繊氏（4渇♪、（鯉4滅の一つのうド線秒聯鋤

オ纏式ド墓って泉わ・ミ才しる。
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2◎トン

　　与訊2負崎暖動顛克沫聴の動言訪繊
　　　　　　、の導出跡・蹟の正劃し搬式．

　同期引〉㌧承∫具募」＝関す3・実駁Pお・）て，重荷え

し■電気．動力計宅田・）た場々㍉万力磁投入9瀬後1ミ

か，て、その碑気厳がかなり如6努。こ嫉

め電気勧嫡1覇起する電圧の更動が菊摯噸荷

の麦動瀦た3すこ℃じなる。そこで、こ噸荷

の動動纏くトラゼフトリー嚇繁き規べうため，

喚：荷ヒ電気動力訂克痢・・た場合にっ・’■，その＠

転遠二女動劣鰭慮した動権栃玖勾玉、バ家

的数値佛・つ・・てディジタ・し憲碑機で数値馨曙竃

有か㌧負荷芝一定℃して導・琉穴Y民巌樵れ

差。

その舞夙加禰銚剃外お’、邦勇苅＝の舞赫

小ざ勺緯相乎面上轟手λ3影響が小さ・，こて．亀

纏麺左継、内城舞力購幽し六動紛潅
式の方が・柔野姦値にわずかで1家毎3が近ノレ・度．が高・・



208

こオ皇確書匙した。

直洗電気動碕の誘起電庫浮λ（v）、錦禰

，圧＝－E（V），電機そト電流：工久（A），電機子掩杭：

R久（∫し），負崎枢抗；猟λ♪てい醐・電動機と

直結さ木叉・｝る毛の之する。

　直ジ九電気・勧か計は直流発1亀旧地してオ動へのでノ

電機子及存吊分影響乞無線す3とレ人下の関前が成

立する。

　　　三ミξルー職Rべ工久R　・い）畠　　（4・2ヲ）

　　　砧「舞輪（〉）　（4．3の

　ただし　／v：回幸湧叙γP伽）　R；磁極対数．

　　　　　ぬ劃暢附鰍郵廟の磁束（wり
　　　　：呂，電撫難総門　　　　’

　負荷トノレク竃丁賜れば

　　　T二壷甚区至心民●（廟＞　／免3り
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　（亭，3り六：より

　　　　　　　　　　：E犬
　　　侃二7…「簾』一回至　（γPの　　　（4’32）’

　　　　　　　　　薩

　　　　　　　　　　　皇π
　　　w覧ユπ侃二差至高E犬（醐（弘33ク

　（存．ユの式より　　，

　　　　｝≡犬こ二二（R、久寸一R）　　（V）　　　　　　　　　　（4、3タジ

　ここで，直涜電気重カカ計屯ノセ，励腸電キ幾乳しエ蓮

転す3℃至は一物＝である。9まノ

　　　　kβ吾客亙＝一更

乳おけば

　　　　工叶ユ両毛R）（A）　　（網5）・

　　　　下差エベ上篇k）（棚）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（チ3の

影



2璽。

　従．て，負荷段は負荷捲抗kが一定．Zす木1ま

　ここで

　　　　　k竃今ザ1蕎k）

　く4・37）式が5明うかプよよ）し㍉負：荷臣はωの関

数であり，　砂t的励βゑ投）㌧珀脅隻1ンお・収一定で怠・｝。

偽て、肺厨鵡時闘tの関敢で手λ弥る．

　　　　＆（七ク轟kfωω｝2
（生33少

　しり’3しこ

　　　　釜犠『ω・脇蝋t）　　　　（4・3？）

　ここで’

　　　ω・t同期電気角速度αへ蟹。）

　　　ε；すペソ　．　　●

　　　6＝内獅相差角くγa4）



驚讐

（伍39）式の謝熟（弼の毒亀財爪ば

　　　照℃）二k（賑嘉ジ　　　（軸の

　従って，負荷の変動を考書し実動寸余慈武は〉ゑ

式で惨一えら才しる。

　　　弓庭†二一ム。・6ユδ）霧＋毎蘭蒐∫

　　　　　＋PrS惚28＝k（　　　〆6wゲ厩）λ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（亨．4ノ）

　　　　の正規イし

　（4．弱）戎の右辺＿宅正夫見オしする奥めしこ量実時間t

玄正．規ノ崎閥τ1・麦減す祝すた材，七訊て〆

氏二4砿℃する℃

　　　擬七）＝宰一締夢＋去（纂）2

　　　　　、二腎「辮寄＋煮（壽ゲ



黛穏

　ただしノ　6’　老，　γはそオしフでれ無）次：元の正測ヒ・
　　　　　　ノ　　　　，

さ外た兇数であジ，告・乏〉文式で埼』えられる。

　　　　β㌔幣

　；　ユkω。
夷＝久み二卿．

　　　　　　　ノユ　kω、亀　2β

　　隊　　晩ω、

　
げ
ぢ
w
　
＠

　
＝曜
隊

K　
曙
～
φ

伽、K
隊

　
だ

　
ニr

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（タ，タ3）

　一右ノ従来の動揺乙舳式では，負荷は誘導機状

負豊の乎妻勺イ直で・もフてラ蓑．わさ：回しる。このこ・乙tな従；来

の式眺、才頭荷脚色4り武の〆％甚誘射幾
収態しt毒、テる〆然の平タ郁直でかきかλ■も葺緬そ

あ多こと宅養ヨ回する。

そこで、甥ての朝値吃蝋鰯㍉誘導機
リミッ　ト’サイクノレの・式づ’3；～秋宅求：・める。



2／3

纏鞠ミット堀クル晦．櫛越めた（糊

式で手粥筋・こ嘱矯．掲す双

　　　饗＋護（1一る。・6ユε）裏＋z5漁8

　　　　　　＋曾s猷ユ8＝β

　　　妥＝一8z回忌壽∫派6　　，

　　　　v繋ナ縄（1一も。・6ユ5）v士多5惚ユ8

　　、　　　　＋2S函6二β

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（皇艸）

誘導機リミツトサイクノしし甑皇彫上対3周期

彫建あるづ3ル胱縛機り㍉団イクノば

のイ境の点、（8り砿）6・3（8，耀ノ～つ意で積分

す才ししボ戸籍イ直A杁：が求め3心しる。
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赫

　　聯＋㌃繋〆∫＋躊㌦（1一る。％28）欲〆8

　　　＋蔚s£俄ユδ〆1＋群5融醐β

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ウ．拳5り

　　　他山＋4醜Sl偽8〆幽祁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（弘％2

　ここでノ区1さア（屯周瑚℃する周期関数て’あり．

誘導機電だ延配場～＼）えし憲、累％為｛こ直流1励麟乞がえて

・）か・⊃のでその直流分t擁である．偽■，

　　　ぷ＋をS桝8緬・

し稲。㍉従来の重搬権式じ勧ナる正夫脳さ

歴賄邸tき一柳夙の〆％玄（4・47夙

であ・勤・九規のt薄い．朕つえ



窯薫5

　　　β二¢一κ（厳＋r（吋’

　（弘存3）∫（4．48♪式ぎジ

吃得る。

　レ君上より，ここ・でi新たにも真定．・さ六九無♪文元の認

識しノ門メータ、β’劉r鯛・・れば、鮪・の
　　　　　　　　　　ノ

焼討考菟した動揺搬茄窪正規ノ院水ノ〉支式で

宅って1タえ3才しる。

　　惑＋｛御一も。・sユδ）＋絹誕彗隈メ

　　　　＋が泌盛＋Z5M6＝ρノ

　　憂争1’乞）3＋倣私記6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（劣5の



2鶴

4，8．3実験蒙置（39）

　イ立ホ目平面1こお、アるトラゼ’クトフの多里論イ直．’し実駐ミ

植宅比較：する曜1㍉すべジ嘘内寄相差角屯，三三1こ

，則定するこでがゆ皐℃なる．この偽のすべ，9

　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ値は数％レ人内であ3勧、その》則定績風鏑・・こ

ぬが牽束さ叱る。一丁、内奇相差角は連続的1こ変

イしするため，測1定珍長門としては連蕨レ的～ぢ劉1定二：可角乏

で，しか毛その直線性は。～ユπ（γ久〆）1・わたり木癒

、めてすぐ木て・｝るこ℃がノ典～奪にカ：る。

　そこで，すベソに関℃てしま回穿回数」こ些し例したパ

ルスダ匝イ籾，これ門流電周こ女換㌧讐℃

、な3同期速度．における出力電．、圧・亡の差回車出すこ

U・よ先その刻砺つ劔す姉ち、すベソ9

つ宮）もイ尋7宅。

　一右、内評相差角に関、て1㍉F．〈／・r倣徳函が

考衆したる潮薩き．イ鵠電疋匂マ・しス回し港

導ノ軸ス吻論露寒剰、その餅得弥た



　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　灘7
ノ〈ル入・乞｛直一シん電ノL、＝女橡し，　一く〉／書亀ノriン9　ク“ラ

フで纏冒す3こい詩イ駆。

　窒ベリラ則良蒙邑内覧相差角朔・開札置珍人ソトの皮

イ実用して曳験丸4了がっ7隻．

　臥下にそ爪で木の二二のキ四丁ヒっ・）て述べ3。

　　ゆ内評相差角陽画里雪

　上畷さ編二つの電β皮形馬楳書禰動機の電

二子・相電ノ£％特イ擢勾逡動機1＝直下した同一極対数

’も’もフ下呂呼出弔の同期多≒電、機の’吟興子1認起相甲

骨匠びであヅノV。宅ε。の厘相差が内榊相差角じあ夫

る。

　内部相差解・｝定i羅のブ㍉ク図姻4。31・ネ

す。v。〔ぱヰ眩転トランスtこカ・λ3筏正相逆相

のこつの誌考1・わげ5れ，それて氷のパ1しサー1，

難より樹蹉π焔つ一の茎埠ノぐ・しス咳換

さ掲．訪ノいイ境粥齢党もつ恥ノ鴨

㌻31・よリノマノし絹破握後∫それで擁導パ
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玩

モ。

ハ0宙サーユ

（弛ミット》、

イ立相及転

トう↓ス

八Olし珪一2

（シ試ットノ

ノ唱しサー3

（弘」ミット

AND⊥
（RC「「し）

正ノ蝋ス

？ンつo

AND2
（RCTし）

正1蝋ス

．ア〉フ。

図4．5
お

内部相差角測定装置プロツク図
4



2実9

ノし入℃共にハND回降1・舵λδれる。この酬D

㊥路の出㍍すなわち論理券帆して碍3れ煮二

つのパノし減フ回し列ヰジ直流・電彦に女拠て

直流ブリッジじ力噴、そ嵯Zして生ず殖琉電

万i宅出力’乙して：窄Lリ建ドすものである。

　、）喜ノV。込ε。でり相差亀が90。である乳，二つの

納D回蹄の助蜘郷叡即しく、そり平下直

療レベルσ等い・。この貸のパノしスの面積崩

兄す多。この状態かう壮気の相差角θだけ島が動

9たzすねボ、鼎D回路の鋤はノぐルス塙さ

屯久之すか一ばノーお1まハ＋乱θであり、イ也力1ま

ハ玖θ燃る．直流ブソツジの出かまこの差でで

’てくるの’である沙六．2久θ　で一あソノ：出力」・ま相差角

θにヒヒノ例し六月出：か電ノZ屯4尋る。

　この業置の特握女Zしては

　｝）棉差角。～2’π’α敏〆♪泡の重ノしに．対す5出

　　　力電反9）直糸東下がオ菱め「しすぐオし氏・フる。

　2））＼力波影の歪乱球る出力電斥への二巴が極



　　めて少な・）．

3⊃ノマルサーの：立よしがツが金点之，ラ精度が高く不

　　鳳帯がほ℃！丸ずみξれな・⊃・

4）女　三寸方式の襯塾痔ジβ燗亀之あ’けさノ立

　　相差が鞠2ナ3オしカ：、｝。

の角整形回忌徴してのバツつア鎌ね
　　る　ノでノしスア　〉ノ7。’乞置∠．こ・「乙　tこ；ヌ　ツノ　貢｝段敷こ

　　胡多粥しの影雛阻止して・弓。
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　幻方ベソ魁定蒙置

すべリ測史心置のブ・コック図屯麟冷1こ禾す．

この蒙置嗣芙試磁噸汲射アー7・欝間隔瞬

ッた円瓶亀直結し、そ加こ光吃あて、期才光屯フ

ォトトヲげスタで受け轡卿轍・レチ・唱プレ

づ屯駆動し、瞭数に比例し稲舜魑し旧記き

もフパノしス列矧切．こ爪吃麹力・して爾轍1・次

例した直流電β赴束め、同期速度で1瞬・し■・帰

貸嘔凱ブソツジの助力零醜るの喋準
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図4．4　すべり測定装置プロツク図
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電β屯設定し鰯％こ刺こよ三流プリツジの

出力には，すべりの値が直樟三流電彦じ童．換され

て得；れ5。

4、5．幸　1芙、験糸吉果

図与・錨励磁投N前揺電動才幾梶碑電重力機

駄・翻紅・9る誘導橡リ㍉トサ砂ノしの埋

論；値Z室蔚鉗直の比較芝示した図である。　この図ぎ

り　多里言命イ直Z更験植．はほ℃んガー蓼丈し■Mる。こ
　♪

の疑は励磁投〉＼り濠のネ刀期植にこつ回忌値の値

宅採用してよ・）こて客示し，がっ，《評相差角あ鴨

厨す樹咽良縄備度が高・、rぬ赫舳
の「∠フ参え，：多卜しる。

　図子．6に図粥し塚さ木糖鱒機リミ、ソトヴイ

フノレ上党茅刀域犠桓之する｝司期3i入オ㌔のトラゼ’クトソ

の轍値・，εや七・物麟眼券嫉沼尻

直軸電三子瞬滋悶の相扇ンダクタン入訳熔
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鯨う相対相互忌数醜勝鹿した重力揺方胆式，

鮪の女動鰭渇した趣の動揺税期の略も

卸弱したものを矛す。こ家差り三噌er七囲の式で

は，鯛雪ぐ飴粥け環六のすべりの値1襖験値

し＝比べ烈‡る捌》聴・㌦一方，相対相互極数夙

蝿考明した景大のすべりの櫓謂ほ『薯い，．ま

大ノ重力揺中駅馬剣直が理論麓ぎり麦：動が小さ・、のはり

梶べ機の鮪賦ている三四気動力置型蛎力癸

電・徽ヒしてノ励磁r弾入：早撃，zも一定ノ乳下裁，一定負荷

枢抗なるゆえし㍉鏑は速藁傷獅tと倒し捜．

動ず3が，テ里論イ直は負＝袴今一．定一てして孝えている

こ℃も一因と港え＄れる．このこて鳳負拘の亥1動

勝慮し働櫛繊の耐が、イ篁かで晦碕
咲下値の値に近・・トラゼワトソ宅揮・・て＼弓こ∠

b’ら・も立坪さ九弓。そ水かえ，直門電、ヰ幾子乳堺多戴

問の相州ンダク三州ス月螺費％慮した動揖6

年式ちほうが近イン殴度．が衛・》乙孝え35れ。δ。すかわ

ちこの・実蜘採靭湿雪動揺個鄭郭
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盆峻／よ過渡粟象には、）秘回路塒鱗欠の碗1㌧

直軸電機孔界磁悶の相刻．ンダクタンス／隔の

影響宅十劣券慮；・せ」わば恋5な・・こ℃が了解さ爪る。
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㍑艮2

　　　　綿嫁ノぐヲメづ側3の

　　　　景薄（又3）

　　5．1相苅相互孫数ワπ

　　　　　　　　　　　　　　　も、司期引〉轍tこ関する翻紡糎武略1拐倣の関

係釦蝋伽7）式で示されユ・・る．すなわち

　　　　　　　ノ　　　　　　　　　ノ
　　　　　門嘱　　　V
　　　倣＝菊二t〃ム図聖

この麟式の拠～こ揃惨鎌」歳凹瞠幽

の嫉の！諒溺．ここ1こか）・、この糊梅

イ轍倣の幻狛値1・つ蝋擦する．

去ず，電機覗彫姻の糸鎗孫数は〉斌で勅

ざオしる。



　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　㍑8

　このバ永的怠値し太。、8σ～・、86である。

　〉久し・〉知ムメは蒋「工久／慈に薯しく，そりイや表的

点値は（5～の工久である。兆だしワ工氏は良格電機

子電流（A）て’あソ・．り（反1叡単づ立》去で：i秩わした直厚由

過渡リアクタンフ、のイ直．であ3。そ才しゅ九ノ・γ配のイ直

は〉文式て与六，3れる。

　　　伽亀（峯一夕♪潭嘉　（8・2）

　（8．ユ）式デ∫う母期機P関する倣のへ衆的な値

も推定するこ℃はか；なり℃づ’δし・⊃。その理由は

その値は醐機の，泌纏量群様t隊垢…1～

5bNいDうかかソの範励｛こわたるか3である。



気5、2Zに耐る辞粥纏（乎6’

係／の式の垢二式をここに再掲する．、

　鋒二（1－z）3＋倣歪舗8

　　　二象暑・（8）＋1籍（8）　　（鋤

（5．3）式言忌分すれば’

　　　二21墨（6）＋2：2（の　　　　　　　（8り

ここで

　　乞（画♪廟ひ乞煎＋矯

　　Z、（のこ伽（（・s8ズー（・56）

1～β9



　　㍗3∫ン（8）〆て

　　（てこ〇いお’け3Zのネ刀竣黙イ直．）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て凱5ブ

伽・の場右・、距・、z瓢2、σ）は騨曙

くこ込ができ，（4．2り式で・与・え3れ萎．すなわ

ぢ

　　　Z＝1イ3て　　　　　（よの

230

　この聴、Zl犯一8乎、動ミか収零那ノへ

と単調t漕加する、伽咲・の場な1賦z・（のは

（5㌦6）式℃’嬰1なるばかヲで〆よく，2：2（（∫）り演庭1こ

より大きな辮宅受けるようになる．そ9理由ほ

Z（のは3染伽の両方9影響宅｝司時1こ・受．けるか5で

ある．イ也名，Zz（6）体（5．5，六レゲ示す氷うに・ηし

の易解だ、控受鵬ことt・儲。

　、司期3P＼れ℃こ間する3ノ・微の影響も漆質的に調

べるため、z－6予動・z（の、乙（6），に、（の



　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　33翌

颯鰍輝ぐこ寝試のる・．

　Z・（‘ハ蝦（のの成分齢脈おウ，この2の

の値し調期凪力z鋤εの大小1・留拷点関イ舷もつ。

同期引入れヒ関t一腰Uぎ，この同蜘しカZ鍋8

俵正の大きな値もてるこ℃が借きし・》。　しり’る1こ

（　5噂．5・）　式よ　ソ　，　’Zz（6）1叡　6λ＝o　圃て“そ　の犀L大＿イ直ノ

6λ＝士フて・でその皐小値克・とる。　このこ　℃づら髄

ノ励磁技〉冒三相角は6メご0つ迂しイ音、㍉畢生励廊投入

祉相角は6炉πの近ン傍に移在す3℃雄良できる。’

　（5．今　）　式二二5　♪欠9関イ匁式・乞イ尋る。

　　　1多ζ（1一く乙6）3＋例s泌6‘

　（57♪式は2イ平面におけ調のおの9⇒
函こ「きン：ラ1豪＿～ヒ）し「し、）る。

　1司期引x回し1こ閏’する乙一6平・面とz－8平面と

の1ヒζ幸糺δ5　、　トラゼ’ク　トリ上㌧、ぐつかの特4蜘L才旨
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’保右，あ3特定の期閲だ’けヨをメこ幅亡こえ3．。こ

の電動副詞域内杖あ’・・てsh5＞oであジ、Zン◎

である遅つむこ航さ回忌さ回向蜘しカ

Z5f気8＞0もなり，同期るP＼オいζ酋㌧■劣．条イ今も

呈す3こオに1なる。　し谷℃，Zが1迄こえ3特．定，

の坑弓｝三校お’・）てその効果1憲1き珪）め一てフくき・）o　こり

こ℃£・ま：倣二〇の場冶・のトうぜクトリ宅比卑菱しすれ｛・ポ

へ

屡易に明うδ1、ねる。

　レ上のこ甥3，同期3｝三和・拳え3の従8の・

易響は溌電機領域，礎働機　財屯亀じ■き励て

恥き之　帆が九なること｛埆期引入木1・劣条イ繧
　　　ノ　　、

をえ3こ地が楕摘さ：オしる。

他の一例賦て、同じパラメータ定数玄梼つ同

期橡1・か》て，電動機1玖内6γ％で、励磁キ窒）㌧さ

才した齢の6－8矛面ノZ一（∫乎三宅図5．2正こ示し■

6昭平面のトラぜフトリド手えるZ壕多響1り

・γて去冠す3。

鵬磯領域6ズニ％で励鋤遠忌さ爪3と、2・ω
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黛報1

嶺硲。この眠し鰍擁刀號櫨6レζ湾駕饗し喪

ひ8のト裾ノト覧恢ψの蕨！緊嶋期弓1

穣購3謡誰ソ耀1あき賢勲づゼB梶．

1縞の餓畷詩，勘旗　二罫轟鏑の㊨耀δわ

るず伽隊も識象1鰍）一窪し｛協λ鰻躍が越ぬ，

倣の総が人メよひ塩謡闘3レ〉・解ド磯撫馳拳九

蒼畿が馨櫨麟幡．



黛4更

狛碑、覗る、）油壷叡に与える
　　　　各勧パラメータの鐸（醐）

　図ζ．1から図6■’までの身ヤレトは告纏のパ

うメータの’影響・乞早立に調べるた4），雁藁』のパヲ

メー．タ之鴨きオ也のすべ、てのパラメータ屯一1定ノ値ド

縁ち、逡ば綜一・リパラメつの麹直乞・弓り

ろ童ノヒ・させ　ζてきの畢犬負荷比β外啄対加磁投メー、位

相触の閥イ躯デげ勉嫡機て求剃フ・。ツ

トした宅のである。

　ここに思うれ左各・確のチャーいこ対す3考喫ガ

5堺爾定数四三細掘互穏数糊妥躍、

髄励廊投）融木晩’鞭励磁才鉛唯胡亀突極

働易響ノ制動鰯この繰下興輔・磯つか噺

汽致が明5や’じ、なつ7亀。

こ鵬｛・関して、嚇各櫛いそれでれ嚇徴

卸り記づる。
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　（の最郵協撹M端・縮be、七1詮脚臆

翻◎勉卿功泳る。さ．外言乳d㍉この
イ立相角は癸電・槻領姜蜘裂1に蒋声する。

　5わeδ七は3が奉りブマき・｝℃・きノイ列えば3＝午に

か以は暖π（γλの嚇近、こ、郵1のめ1・丈

較的小さな埴に対してはぜπαaの蒋憩・あ3わ

か一るの・すな．わぢ，3がナ㌦きぐフなる1こつ才しノ8わ¢5七

は一言π（ra〆〃弍近．かろ。（臓・⇔へ伺って4多回する。

春た、これも倣の・値ドは無．関孫て’ある。

　（5つ’量粟レ励梯栓〉）画胡角8w・γ5uな3ノ似｛こは

無関孫似鰐駆tπにあうわれる．しり’し、こ

の噸伺t葱・乙き1しはカがり幅のあ5値もてり，ノ巧

メータ・1かんじよγ■はさほズ顕著て な・，。

　＆瓢＋眠6だ級は全く同一のβ似η吃とる。

方ぜが3ば，ここで論じ3葱一て・）る絃相角（6ゆ二±π）

での繍誌醜◎機替び溌電灘量殊豊じて・訟

｛＝同一ノこか3一である。
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2鍛

　（の仇の劾果蝿①値に六きく・回し、照

餉間に嚇旨互鴫適激闘細有回る．界謝
昂適位相角で投入さわ，つつ、伽焔が量適値閥

孤にある「びき件．1司法引）＼れ可角もが最：た負着とし

（β駄入）伽入はπの畢大源氏てる。享・たこの二四似

略の素望わ凱痔り丸きぐ：刻しする。

　一例乳して，1司期機が兆ζb弓｝α5なる定二数宅

毛つとき，至ヒ倣が閑適値三冠宅とる辻き1・得3

れ3（β伽駄）伽蝋の景丈イ直立図6．8　の与ヤ＿Fか

3得当れ’たイ亘も＝表6．’に示す。こオし宅両苅数右昼艮

絢こフ㌔ツトし回忌図6・9，図6ノ・ノ図6・〃

ド赤す。

この縫の直線症枢の醐・赫帆皐定平衡点，

が擁す評螺那、上也二言イ醐イ二二召．

倣tこはそれぞ加）欠の鎚囲であ1げ艮さ：れ3。

　寺ず，直線近漉人りF餌かδ

　　　3〈2、0　ノ　？γし〉入0



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　驚45

　＞欠｛二字定平衡点が二存在す各限．界の畢大のβの値

力醍／㌧3　一ぐ’ある　こ　℃：6’5

　　　0もδく9　ノ　　　 つつへく4、o

　〃美って，こ馬で述べた畢適植関イ系立鐸採し言る3，

倣ド、笥物制限が加わる

　　　0・8く3く2、・♪　ノ・ρく伽く知

　それゆ九、同覇緻が過ユb3多監α5ね3定敷兎も

つZき，倣託3が上述，の領事一部の値1こお’・・て，伽・

曙の累翻鰯椥謙飛で参挑れる。

　　　　　　　　　へ　D9て砥の二三式

　　　ノ航三＝0、％一〇、62ム伽

　上式は（6伽駄）似簾も羅火．怠3しめる3と倣の関

・イ糸“乞う了、　し　、。　図　・6．ヲ　　、こデ塁　され　一て　、｝る　。

　の・隈（β轍♪慰欄孫式

　　　バ31ぐβ…）…二郷



葡邸倫蹴）脚の関孫式

∫久5（β卿）脚二／．／3

　　（の砕よ瑠響齢さ・）。もみ零郁／へ

丈六きくなフコ：も，β帆欣っしの増加庶門人タ％以内で

ある。こ；れは、励，β露技〉一・位福池（～》にに無関イ系にイ全ヒ休

的叫忍鍋C値のβ鱗の躍力囎み3れる．ま木上

逃のこネ．ほ伽，3の値1こ1窃無閑イ象である。

，（の争峠働響擁剤・さ・、．しかし翻

3，い気よる御母宅よ尤奪交するとそ9勧果1よより大鷺・）。

怖・郵微が期こ小さく鰯鱗同期肋しか撚

か♪場合に画か嫁微作用トノしクの影響が顕

菊にあ3わ紅ノ斧がメきくかる雅β慨鰍は増大する。

　ま木，　もを一定．に！保玄多が相対的ド六廷プよイ直壁

三州1嚇、切飛鰯の櫓＝対し環適イ立

相角ド；訂けるβ叙鑛は穫つ’、、大き乙1たリノ景粟緯

；担角で’は少し少フなぢ）のβ二四のオ直も℃る。このとき

のβ・A郊つ瘤釈は倣1しば曇関イ象であソ、畢．大／0叉
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　本珊袖ま昭糾輝度内郷看凡手双矯細フ蝉

工学軒電気エ南平第あ下座で静1鉢口業激撞三生ゑ

官？先鋤轡型賦嶽伽3れ，それレ好嫌
池緯九ず御助畜御蝦睡宅賜わり，本論丸紅書き終

九る認がで籠砿評こ1㍉そ囁f馴ノ蕾嚇
　しくご・峯　ジノ馨ぐ鳳諾身ヂ蓼、即しますoL

　なぢ郊確にさ・・し，族嘱繍ノ奥験，酬鮒

箪脇幡加して・琉だ・痢瑛在、時ユ・》バ

ック松氏玄胆勤務，フ袴、蝦鈎，日立鰍イ筋B論理

卿潜力務青熱冷、静継機工1麹贈，

紘篠麺雄偉に厚く満塁卑し上ヴます。

　また悲見工業嫁のハ噌正鍛枝三言1ご本論効

図翻乍確援助して・峡終まし柔．鵠1こ厚く

．御三し上、回す。
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　さう！こ，，臼ピ夷御指導・，六だ・，て・・る云し海道力学

　　　　　　　　　　　　　　　　　ど
散撞ノト兜先盈，3時蓮夫学獣授放木欠4㍉非海蓮

大1霧柔授藤原　先真ノ3し海蓮大学離綬内籐柴。生、

塒蓮蝉綴釧紘1こノもよ吻群し上嚇

す。

ヨし見工．蒙メこ学畏松本叙男失女tこ1厚ぐ鼠謝申し上ヴ’

審す。
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（20）

（ユリ

荊蟻夫；矯導醐醜力搬の6、入九

トノレクの三尊・っ・・で’．72．P．臭砂

C8召27）

六四眞二隔期機の附胴込の可熊ね

卜いつ・，てη。63。R8ワ3　（昭／り

三管：癖：藍脚気機器工学り、

　　　ひ～朝落書乃，（日御3）

2鴫

（ユ2）　二蒲五郎，武田脚夫，　袴田宏；

　　　唆下形同期電動機の同錦P＼れ条判こ

　　　つ・只リ．電気・鞍雑畿89．R8♀乞

　　　　（昭チ乳5）

（ユ3）　’試：田愚闇kノ三浦五官1，杭籐和雄ノ

　　　者津ム明ご賦同期電：動機の同期イし嗅象

　　　・1・・おけ5界謙時定数乙堺磁・直動電磯

　　　5胡到ンダクタンスり影響．

　　　電気彦￥フノ会・論丈熱・．Vol。亨3一β．ハ／。．5㌧　P．1ヲ8，

　　　（∂召ヂ8．5）



魅6

留）拭砺マ大、三弗五言匙塙婁腱勧機の

　　　同期イし或象1こ関する砺究（％1報つり．

　　　ゴヒ見工業メし学阿究幸酷．〉。1．2。〃・。ユ

　　　　F．15り．　（8召子3、3）

（ユケ）　武田癖天，」⇒潔五督：も～1司堀電勧機の

　　　同期ノヒ多艮象ユこ閑3る那究（銘■報）り．

　　　5ヒ艮工：業大学砺1紀報告．V。L2．ハ／。，3．

　　　R弓L33．　　（B召；44・．2一）

（2の　武田門口夫、，ニタ事，五官予；“｝司期電野獣つ

　　　同期κ多具象t℃関する％琴究（％3転），1

　　　乗見工、業犬学冨究報登．V・L乳ノ匹タ．

　　　　fr．74L　7．　　（ξ震う乙5．．　ノ2）

いフ）　武門却大，三蝋五却：“同堀電勧機の

　　　同期」し瑛象に関す3厨究（第今報）7

　　　ヨし見工業二た学奇究報告．V。L3．〈／か，ユ．

　　　R33ヲ．　（｝ヨ召　タ・7．ζ）



3剛7

（ユ8）　あ革五言ア，武、賄隙；硫同期電動機の

　　　　醐札トフしク（同鄭峰杵の家欄イ紬）

　　　　り，B赫Ωチ磨度電気切・学叡粛毎支音健

　　　合フく含裁ラ寅論丈一集．　4戸一β一5．　（δ召命／．〃）

（ユリ　三翻五官F，三田柵夫，）袴田宏：

　　　もく磁極｝司蓄電勧機の同期引きこ～距隠江．9

　　　　解明”、昭知凝議度電気切学・智東涛支

　　　薯“連．合鎗諸三論丈一集，4アー醗一1．

　　　　（B召チ2．〃ク

（3り　　三鼎五郎、武瓦塀夫，麓、B宏：

　　　蟻曜立相面解毒による突極同期電心機の同

　　　　期ノし現象”．朗如チ2丁度電気面学・会兎

　　　南予震連鳶大会謡演論丈寡．チP一命一2．

　　　　（日召42．り　　　　　　　　　　、



　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　388

（3D　 三痛五郎ノ武個済マ夫，ノ袴旧宏：

　　　唆極形醐磁騰の麟メ繊象つ角孕曜

　　　ヨ3籾3キ電気⑫・学左謹レ鋤訟講潔献

　　　鼻．チ71，（臼召亨3．り

（3ユ⊃　三浦五誹，武田塀夫ノ麓田宏；

　　　“聯静獅醐」晒投）唯ネ点播

　　　適値お齢区景粟値（｝尋磁の時工数漁

　　　心す3貸）〃．贈。チ3与度電気回管

　　　・会悲蕩逼吏部違含メノ気講亥寅論丈集．

　　　　4・8．　（｝ヨ召43．／o＿）

（33）　三浦五却，武園却末，袴田宏：

　　　堺磁時定数の影響勝感気縫の突

　　　極同期機の31込み限三巴　昭か野鼠電

　　　。気¢単一連八今火ノ会講演論三論．573，

　　　身　　　（日召撃阜．3⊃



　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　偽！：1

（3り　三痛鎗1，武嚇朕，壱三明，

　　　イ旙・や雄：唆極稠期酸力機の茜／勧

　　　イ系数ド関する善喫（訟導機動俸時と同

　　　　期31；入ネー時のび較）り．　弼三女午与皮電

　　　　気切学含西涛道支寄連、今大冷議演論丈一

　　　く集。∫5．（日召臨／・♪

（3♪♪　三漁’五二？，武賜却末ノ青津広明．

　　　イ磯辱D雄；“突極綱填腕重職の醐

　　　　引〉、れじ関する堺廊崎定数の影樂’（第

　　　　一報⊃リ、鴎知誓昇度電気咽’学・会象海・

　　　　魏連冶大会嶺演論蝶㍉3氏＋又．

　　　　（昭4・阜．／り

（36）錦璃武碕夫ノ解広明，

　　　杉灘咳倒氏脳プノブ単定定王里1・よ

　　　　る突極瑚醐電勧機つ引入わ塗段峨の沢

　　　定”．昭券・舛与度電気⑦学含扉濤支轡

　　　違倉夫。会講演論丸：集．3久＿陛3，

　　　（白84辛．／り



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　39ギ｝

（37）　三浦五郎、杉篠傘雄、武田御夫＝’

　　　し肱ネノレや績分嬉察1濠緋線励二

　　　湾餅御案の及才愚面手活”．雲召牙9タ腐度

　　　電気⑰掌今漂海支寄違！含六会講演論丈，

　　　集．3瓦一Fづ．（昭弾．ノ・2

（3り　三浦五郎，イ声望子離，飼輔寮夫～

　　　も曳等角掌像1㌃よる非練砂二巴翻御藻の表

　　　示ン，晦晦与度一電気・の学・会象演誓書ア

　　　弓弩人会老慧平門丈，集．囁3久干一2．

　　　（8召タチ。／oノ）

（3り　三滞五汐1，武田評夫、者津嫁明，

　　　伍’籐赤囎，藩縄雅章1斌突極禰下期電

　　　動機の｝二期引入爪｝、関す言界廊時定・数

　　　の影響（募ユ報⊃込　鋸余循与電気卿

　　　弟会連合大門議演論夫：集．、与6ク．

　　　（昭45’。乎）



　　　　　　　　　。　　　　　　　　　　　　　　　　291

（知）　武、賄1夫、三五ゑ却，青洋広明．

　　　杉三和誰、森田直樹；・吹極論同期電

　　　同機の同素引〉㌧れド関する男・滋8手函数

　　　の影響（第3報⊃鷺　露召み叫夕与度電気

　　　砂学会ゴピ一道支部連念六・会議3寅論文；集．

　　　　81．’lB9タ戯／o）

（亨1）　・武、賄陳，三商五象1、青岸声明、

　　　杉；篠知燈、森田直樹：tし突麺励同期電

　　　動機の嗣引入爪1網鍋恥麺定数

　　　の探嬉（劾報）ゼ昭魁啓皮電右k

　　　切学・会東海虚辞連、なた会心》温言丈集．

　　　ユ。久一ε一7。　（日召4夕，／り

（但）．武鮪1太－ A三浦五郎，青岸ム明，

　　　杭篠傘離ノ森、刃直樹ご氏二極彩同期電

　　　動機の同覇引Nれド関寸3〕二三時定数

　　　り影響（％∫報）統　昭三二夕与度電気

　　　切七山東海女二連、・叡三密講演書禽丈1隻。

　　　ユ0久一IE鯛ヲ．　（9召4∫。／o，



　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　39？

（与3）　三浦五郎，精撫率離，武田襯夫二

　　　“多入力記速潤数の守病に差る調赤嚇卜線

　　　磁励ミットサイクノレ・．帥チ埼

　　　、度電気咽学’会象涛支許違今大冷講，寅論

　　　　丈集9　20P一一（し一／o．　　（，88タ5㌧／o＿）

（4の　武、刃衛夫，三席五玄Fノ腕蘇桑Pノ雄．

　　　禰転明1“界磁蒔定数窃無し木蓮

　　　期3｝入拒旧記、・お嚇撫μの影響”．

　　　　日召秀Ωチ6昇電気学禽く全国：た！会詣ジ寅論丈集

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎
　　　　亭7阜．　（昭4義3ノ）

（乎夕）　武濁襯夫ノ三七五却；銭門唄9翠多響

　　　　酵諒し剤昌盛入漁こ関する動キ窪方

　　　揺式股引細論旛式のヒ畷検討1

　　　鋸身やチ6専皮歯気切国恥ヒ海蓮支．評連／合

　　　大会議演論土寡．5’6．（嘱チ6・／り
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